
   

「
南
方
隨
筆
」
底
本 

南
方
熊
楠 

厠
神 

  

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
厠
神
」（
か
は
や
が
み
）
は
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
五
月
発
行
の
『
人
類
學
雜
誌
』

二
十
九
巻
五
号
初
出
（
リ
ン
ク
先
は
「J-S

T
A

G
E

」
のP

D
F

）。
冒
頭
に
出
る
、
熊
楠
が
触
発
さ
れ
た
出
口

米
吉
氏
の
方
の
論
考
「
厠
神
」
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
既
に
電
子
化
し
て
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
ち
ら
を
読
ま

れ
た
い
。 

 

本
篇
は
、
素
人
の
私
が
さ
っ
と
見
て
も
、
漢
籍
や
経
典
引
用
の
部
分
に
は
か
な
り
の
不
審
が
あ
り
、
ち
ょ

っ
と
調
べ
た
だ
け
で
多
く
は
漢
字
の
誤
字
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
一
部
は
当
該
原
文
を
探
し
て
確
認
し
、

或
い
は
そ
れ
と
並
行
し
て
初
出
及
び
平
凡
社
「
選
集
」
と
対
照
し
、
正
し
い
字
を
補
っ
た
り
、
訂
し
た
り
し
た

が
、
そ
れ
を
い
ち
い
ち
指
示
す
る
の
は
五
月
蠅
い
だ
け
な
の
で
、
原
則
、
そ
れ
ら
は
注
し
て
い
な
い
（
か
な
り

ひ
ど
い
。
数
十
ヶ
所
に
及
ん
で
い
る
。「
人
彘
」
を
「
人
厠
」
と
誤
植
し
た
の
を
見
た
時
は
全
身
が
脱
力
し
た
）。

但
し
、
本
篇
は
漢
文
原
文
の
引
用
が
訓
点
無
し
で
、
ご
っ
そ
り
と
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
後
注
で
読
む
と
な
る

と
、
読
者
自
身
が
甚
だ
面
倒
に
感
じ
ら
れ
る
と
思
う
た
の
で
、
特
異
的
に
当
該
漢
文
の
後
に
訓
読
文
を
太
字

で
挿
入
し
た
。
訓
読
に
は
訓
読
さ
れ
て
い
る
「
選
集
」
を
参
考
に
は
し
た
が
、
従
え
な
い
読
み
が
多
く
、
私
の

我
流
で
読
ん
だ
部
分
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
本
文
の
み
に
挑
戦
さ
れ
た
け
れ
ば
、
太
字
を
抜
か
し
て
読
ま
れ
れ

ば
よ
い
（
但
し
、
経
文
の
そ
れ
は
一
部
の
漢
字
が
か
な
り
難
読
で
あ
る
）。
訓
読
で
も
難
解
或
い
は
意
味
不
明

な
部
分
は
後
に
注
し
て
あ
る
。
書
誌
デ
ー
タ
の
一
部
も
「
選
集
」
で
訂
し
て
あ
る
（
こ
れ
も
特
に
指
示
は
し
て

い
な
い
）。 

 

本
縦
書P

D
F

に
際
し
て
は
、
ブ
ロ
グ
版
で
老
婆
心
で
振
っ
た
読
み
の
内
、
私
自
身
に
と
っ
て
は
不
要
な
そ

れ
は
（
特
に
漢
文
訓
読
部
内
の
そ
れ
）、
総
て
カ
ッ
ト
し
た
。
読
み
の
判
ら
ぬ
方
は
、
そ
ち
ら
を
見
ら
れ
た
い
。

【
二
〇
二
一
年
三
月
二
日
公
開 

藪
野
直
史
】「
平
賀
鳩
溪
實
記
」
に
追
加
中
を
施
し
た
。【
二
〇
二
一
年
三
月

三
日
】］ 
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厠 
 

 

神 
  

自
分
の
抄
錄
中
よ
り
出
口
君
の
所
輯
（
二
九
卷
一
號
）
を
補
は
ん
に
、
君
が
玉
手
襁
よ
り
引
か
れ
し
、
流

行
眼
病
を
厠
神
に
祈
る
こ
と
今
も
紀
州
に
あ
り
、
田
邊
々
に
は
、
眼
病
流
行
の
際
厠
前
に
線
香
を
焚
き
兩
側

に
小
き
赤
旗
を
樹
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
て
て
」。］
祈
り
、
又
家
内
の
人
數
程
小
き
赤
旗
を
作
り
厠
壁

に
插
し
祈
れ
ば
、
か
の
病
に
罹
ら
ず
と
云
ふ
、
厠
神
盲
目
な
る
故
其
爲
に
厠
を
掃
除
す
れ
ば
神
悅
ぶ
、
孕
婦

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
は
ら
み
め
」。］
屢
ば
手
づ
か
ら
掃
除
す
れ
ば
美
貌
の
子
を
生
む
と
傳
ふ
、
諸
經
要
集

卷
八
下
、
福
田
經
云
、
佛
自
攝
宿
命
所
行
、
昔
我
前
生
爲
婆
羅
奈
國
、
近
大
道
邊
安
設
圊
厠
、
國
中
人
衆
得

輕
安
者
莫
不
感
義
、
緣
此
功
德
世
々
淸
淨
、
累
劫
行
道
穢
汚
不
汙
、
金
色
晃
昱
塵
垢
不
著
、
食
自
消
化
無
便

利
之
患
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「『
福
田
經
』
に
云
は
く
、『
佛
、
自み

づ

か
ら
宿
命
の
行

ぎ
や
う

ず
る
所
を
說と

く
ら
く
、「
昔
、

我
、
前
生

ぜ
ん
し
や
う

に
婆
羅
奈

は

ら

な

國
の
爲
め
に
、
大
道
の
邊

ほ
と
り

に
近
く
、
圊せ

い

厠し

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
圊
」
も
厠
に
同
じ
い
。］

を
安
じ
設ま

う

く
。
國
中
の
人
衆
、
輕
安
を
得
る
者
、
義
に
感
ぜ
ざ
る
莫
し
。
此
の
功
德
に
緣
り
て
、
世
々
、
淸
淨

な
り
。
劫こ

う

を
累か

さ

ね
て
、
道だ

う

を
行

ぎ
や
う

じ
、
穢
染

ゑ

ぜ

ん

も
汙け

が

さ
ず
、
金
色

こ
ん
じ
き

、
晃
昱

く
わ
い
く

と
し
て
塵
垢

ぢ
ん
こ
う

も
著
か
ず
、
食
、
自

お
の
づ

か
ら

消
化
し
、
便
利
の

患
わ
づ
ら
ひ

無
し
」
と
。』。］、
是
は
厠
を
立
て
公
衆
に
便
せ
し
福
報
を
述
た
る
な
れ
ど
、
由
來
除

糞
人
を
極
て
卑
め
し
印
度
に
も
不
淨
の
掃
除
を
必
要
と
せ
し
は
、
賢
愚
經
に
、
除
糞
人
尼
提
出
家
を
許
さ
れ

得
道
せ
し
事
、
除
恐
災
患
經
に
無
類
の
美
妓
奈
女
前
身
塔
地
の
狗
糞
を
除
き
し
功
德
も
て
、
後
身
每
に
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
つ
ね
に
」。］
胞
胎
臭
處
よ
り
生
れ
ず
花
中
よ
り
生
ま
れ
し
こ
と
を
記
せ
り
、
四
十
年
計
り

前
和
歌
山
で
聞
し
は
、
厠
神
一
手
で
大
便
、
他
の
一
手
で
小
便
を
受
く
、
如
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
も
し
」。］

人
、
厠
中
に
唾
吐
け
ば
不
得
已
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
む
を
え
ず
」。］
口
も
て
之
を
受
く
、
故
に
厠
中
に

唾
吐
け
ば
神
怒
る
と
、
又
傳
ふ
、
厠
神
盲
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
め
し
ひ
」
。］
に
し
て
人
に
見
ら
る
ゝ
を
忌

め
ば
、
厠
に
入
る
者
必
ず
燈
を
携
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
咳
し
て
後
入
る
べ
し
と
、
是
れ
、
其
作

法
出
口
君
が
上
の
四
一
頁
に
引
け
る
朝
鮮
の
風
に
同
じ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
四
一
頁
」
は
「
三
一
頁
」（
初

出
４
コ
マ
目
）
の
誤
り
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
空
咳
す
る
こ
と
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
物
理
的
に
必
ず
し

も
必
要
で
な
い
燈
を
灯
す
の
は
中
国
の
風
俗
と
し
て
出
、
朝
鮮
で
は
な
い
。］、
毘
尼
母
經
に
、
若
上
厠
去
時
、

應
先
取
籌
草
至
戶
前
、
三
彈
指
作
聲
、
若
人
非
人
、
令
得
覺
知
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
若も

し
、
厠
に
上
り
去ゆ

く

時
は
、
應
に
籌
草

ち
う
さ
う

を
取
り
て
戶
前
に
至
り
、
三
た
び
彈だ

ん

指し

し
て
聲
を
作な

す
べ
し
。
若
し
、
人
に
て
も
、
非
人
に

て
も
、
覺
知
す
る
を
得
せ
し
む
。」。］
と
有
れ
ば
印
度
に
も
古
く
厠
に
入
る
前
聲
を
發
し
て
人
と
鬼
神
に
知

し
む
る
敎
有
り
し
也
、
雜
譬
喩
經
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ざ
つ
ひ
ゆ
き
や
う
」。］
に
有
一
比
丘
、
不
彈
指
來
、

大
小
便
臢
汙
中
鬼
面
上
、
魔
鬼
大
恚
、
欲
殺
沙
門
云
々
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
一
比
丘
、
有
り
。
彈
指
し
て

來
た
ら
ず
、
大
小
便
、
中
鬼
の
面
上
を
臢
汙

さ

ん

を

す
。
魔
鬼
、
大
い
に
恚い

か

り
て
、
沙
門
を
殺
さ
ん
と
欲
す
と
云
々
。」。］

大
灌
頂
神
呪
經
に
厠
溷
中
鬼
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
し
こ
ん
ち
ゆ
う
き
」
。
厠
に
巣
食
う
悪
鬼
の
名
。「
溷
」

も
「
厠
」
に
同
じ
い
。
］
を
載
せ
、
卷
七
に
噉
人
屎
尿
鬼
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
た
ん
じ
ん
し
に
ね
う
き
」。

同
前
の
類
い
で
、「
人
の
屎く

そ

や
尿

い
ば
り

を
好
ん
で
噉く

ら

う
鬼
」
の
意
。］
を
載
す
、
正
法
念
處
經
十
六
に
、
男
若
女
、

慳
嫉
覆
心
、
以
不
淨
食
、
誑
諸
出
家
沙
門
道
士
、
言
是
淸
淨
、
令
其
信
用
而
便
食
之
、
或
時
復
以
非
處
應
食
、

施
淨
行
人
、
數
爲
此
業
、
復
敎
他
人
、
令
行
誑
惑
、
不
行
布
施
、
不
持
禁
戒
、
不
近
善
友
、
不
順
正
法
、
樂

以
不
淨
而
持
與
人
、
如
是
惡
人
、
身
壞
命
終
、
生
惡
道
中
、
受
于
㖉
托
餓
鬼
、
（
魏
言
食
唾
）
爲
飢
渴
火
、

常
燒
其
身
、
于
不
淨
處
、
若
壁
若
地
、
以
求
人
唾
、
食
之
活
命
、
餘
一
切
食
、
生
不
得
食
、
乃
至
惡
業
、
不
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盡
不
壞
不
朽
、
故
不
得
脫
云
々
、
若
生
人
中
、
貧
窮
下
賤
、
多
病
消
瘦
、
鼻
齆
膿
爛
、
生
除
厠
家
、
或
于
僧

中
、
乞
求
殘
食
、
以
自
濟
命
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
男
、
若
し
く
は
、
女
に
し
て
、
慳
嫉

け
ん
し
つ

も
て
心
を
覆ふ

さ

ぎ
、
不

淨
食
を
以
つ
て
、
諸
出
家
・
沙
門
・
道
士
を
誑

あ
ざ
む

き
、『
是
れ
、
淸
淨
な
り
』
と
言
ひ
て
、
其
れ
、
信
用
せ
し
め

て
、
便

す
な
は

ち
、
之
れ
を
食
は
し
め
、
或
る
時
は
、
復
た
、
應
に
食
ふ
べ
き
處
に
非
ざ
る
も
の
を
以
つ
て
、
淨
行

の
人
に
施
し
、
數

し
ば
し

ば
此
の

業
お
こ
な
ひ

を
爲
し
、
復
た
、
他
人
を
し
て
、
誑
惑

き
や
う
わ
く

を
行
ひ
せ
し
め
、
布
施
を
行
は
せ
ず
、

禁
戒
を
持
さ
せ
ず
、
善
友
に
近
づ
か
せ
ず
、
正
法

し
や
う
ほ
ふ

に
順
は
ざ
ら
し
め
、
不
淨
を
以
つ
て
人
に
與
ふ
を
持
つ
て

樂
し
む
。
是か

く

の
ご
と
き
惡
人
は
、
身
、
壞く

え
、
命
、
終
ら
ば
、
惡
道
の
中う

ち

に
生
じ
、
㖉き

托た

餓
鬼

が

き

（
魏
に
て
「
唾つ

ば

を
食の

む
こ
と
」
を
言
ふ
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
㖉
托
」
の
注
。］）
の
身
を
受
く
。
飢
渴
の
火
の
爲
め
に
、
常
に

其
の
身
を
燒
か
れ
、
不
淨
の
處
、
壁
、
若
し
く
は
、
地
に
あ
り
て
、
以
つ
て
人
の
唾
を
求
め
、
之
れ
を
食
み
て

命
を
活い

か
す
。
餘ほ

か

の
一
切
の
食
は
、
生

し
や
う

、
食
ら
ふ
を
得
ず
。
乃

す
な
は

ち
、
惡
業
に
至
り
て
、
盡
き
ず
、
壞
え
ず
、

朽
ち
ず
。
故
に
脫
す
る
を
得
ず
云
々
。
若
し
、
人
中
に
生
ま
る
る
も
、
貧
窮
に
し
て
下
賤
、
多
病
に
し
て
消

お
と
ろ

へ
瘦
せ
、
鼻
、
齆

ふ
さ
が

り
、
膿
み
爛
れ
、
除
厠

く
み
と
り

の
家
に
生
ま
れ
、
或
い
は
僧
中
に
、
殘
食

ざ
ん
ぱ
ん

を
乞
ひ
求
め
、
以
つ
て

自み
づ

か
ら
、
命
を
濟た

す

く
の
み
。」。］
と
云
ひ
、
如
此
衆
生
、
貪
嫉
覆
心
、
或
爲
沙
門
、
破
所
受
戒
、
而
被
法
服
、

自
遊
衆
落
、
諂
誑
求
財
、
言
爲
病
者
、
隨
病
供
給
、
竟
不
施
與
、
便
自
食
之
、
爲
乞
求
故
、
嚴
飾
衣
服
、
遍

諸
城
邑
、
廣
求
所
須
、
不
施
病
者
、
以
上
因
緣
云
々
、
生
阿
毘
遮
羅
（
疾
行
）
餓
鬼
之
中
、
受
鬼
神
已
、
于

不
淨
處
、
噉
食
不
淨
、
常
患
飢
渴
、
自
燒
其
身
、
若
有
衆
生
、
行
不
淨
者
、
如
是
餓
鬼
、
則
多
惱
之
、
自
現

其
身
、
爲
作
怖
畏
、
而
求
人
便
、
或
示
惡
夢
、
令
其
恐
怖
、
遊
行
冢
間
、
樂
近
死
屍
、
其
身
火
燃
、
煙
炎
俱

起
、
若
見
世
間
疫
病
流
行
、
死
亡
者
衆
、
心
則
喜
悅
、
若
有
惡
咒
、
喚
之
則
來
、
能
爲
衆
生
、
爲
不
饒
益
、

其
行
迅
疾
、
一
念
能
走
百
千
由
旬
、
是
故
名
爲
疾
行
餓
鬼
、
凡
世
愚
人
、
所
共
供
養
、
咸
皆
號
之
、
以
爲
大

力
神
通
夜
叉
、
如
是
種
々
、
爲
人
殃
禍
、
令
人
怖
畏
、
乃
至
惡
業
不
盡
不
壞
不
朽
、
故
不
脫
得
云
々
、
若
生

人
中
、
生
呪
師
家
、
屬
諸
鬼
神
、
守
鬼
神
廟
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
此
く
の
ご
と
き
衆
生
、
貪
嫉
も
て
心
を

覆
ぎ
、
或
い
は
沙
門
と
爲
る
も
、
受
く
る
所
の
戒
を
破
り
、
而
し
て
法
服
を
被
り
て
、
自み

づ

か
ら
衆
落
に
遊
び
、

諂
お
も
ね

り
誑
き
て
財
を
求
め
、『
病
者
の
爲
め
に
、
病
に
隨
ひ
て
、
供
給
す
』
と
言
ひ
て
、
竟
に
施
與
せ
ず
、
便
ち
、

自
か
ら
之
れ
を
食
ら
ふ
。
乞
ひ
求
め
ん
が
爲
め
故
に
、
衣
服
を
嚴
飾

ご
ん
し
よ
く

し
、
諸
城
邑い

う

を
遍め

ぐ

り
て
、
廣
く
須も

と

め
ら

る
る
を
求
め
、
病
者
に
施
さ
ず
、
以
上
の
緣
に
因
り
て
云
々
」。「
阿
毘
遮
羅

あ

び

し

や

ら

（「
疾
く
行
く
」。）
餓
鬼

が

き

に
生
ま

れ
、
鬼
身
を
受
け
已を

は

り
て
、
不
淨
の
處
に
て
、
不
淨
を
噉
ひ
食
ひ
、
常
に
飢
渴
に
患

く
る
し

み
、
自
か
ら
其
の
身
を

燒
く
、
若
し
、
衆
生
の
不
淨
を
行
ず
る
者
有
れ
ば
、
是
の
ご
と
き
餓
鬼
、
則
ち
、
多
く
、
之
れ
を
惱
ま
し
、
自

か
ら
其
の
身
を
現
じ
、
爲
め
に
怖
畏
を
作
し
て
、
而
し
て
人
の
便す

き

を
求

う
か
が

ひ
、
或
い
は
惡
夢
を
示
し
、
其
れ
を

恐
怖
せ
し
め
、
冢つ

か

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
墓
場
。］
の
間
を
遊
行
し
て
は
、
死
屍
に
近

し
た
し

む
を
樂
し
み
、
其
の
身
は

火
と
燃
え
、
煙
・
炎
、
俱
に
起
こ
る
。
若
し
、
世
間
に
疫
病
流
行
し
、
死
亡
せ
る
者
の
衆お

ほ

き
を
見
れ
ば
、
心
、

則
ち
、
喜
悅
す
。
若
し
、
惡
咒
有
り
て
、
之
れ
を
喚
べ
ば
、
則
ち
、
來
た
り
、
能
く
衆
生
の
爲
め
に
不
饒
益

ふ
ね
う
や
く

［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
無
慈
悲
な
災
厄
。］
を
爲
す
。
そ
の
行
く
や
、
迅
疾
に
し
て
、
一
た
ぴ
念
ず
れ
ば
、
能
く
百
千

由
旬
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
凡
そ
八
百
八
十
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。］
を
走
る
。
是
の
故
に
名
づ
け
て
疾
行
餓
鬼

し

つ

か

う

が

き

と

な
す
、
凡
そ
世
の
愚
人
、
共
に
供
養
さ
れ
、
咸

あ
ま
ね

く
、
皆
、
之
れ
を
號と

な

へ
、
以
つ
て
大
力
神
通
夜
叉

だ
い
り
き
じ
ん
づ
う
や
し
や

と
爲
す
。

是
の
ご
と
く
、
種
々

し
ゆ
じ
ゆ

に
人
に
殃
禍

わ
ざ
は
ひ

を
爲
し
、
人
を
し
て
怖
畏
せ
し
む
。
乃

す
な
は

ち
、
惡
業
は
至
り
、
盡
き
ず
、
壞

え
ず
、
朽
ち
ず
。
故
に
脫
す
る
を
得
ず
云
々
。
若
し
、
人
中
に
生
ま
る
る
も
、
呪
師
の
家
に
生
ま
れ
、
諸
鬼
神

に
屬
し
て
、
鬼
神
の
廟
を
守
る
。」。］
斯
る
食
不
淨
惡
鬼
を
祀
る
よ
り
、
自
然
厠
神
の
觀
念
を
生
ぜ
し
や
ら

ん
、
劉
宋
譯
彌
沙
塞
五
分
律
廿
七
に
有
一
比
丘
、
在
不
應
小
便
處
小
便
、
鬼
神
捉
其
男
根
、
牽
至
屛
處
、
語



言
大
德
應
在
此
處
小
便
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
一
比
丘
有
り
。
應
に
小
便
を
す
べ
か
ら
ざ
る
處
に
小
便
す
。
鬼

神
、
其
の
男
根
を
捉
へ
、
牽
き
て
屛
處

へ
い
し
よ

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
仕
切
ら
れ
た
場
所
。］
に
至
り
、
語
り
て
言
は
く
、

『
大
德
、
應
に
此
の
處
に
在
り
て
小
便
す
べ
し
。』
と
。」。］、
こ
れ
は
厠
神
に
あ
ら
ず
、
僧
が
厠
外
に
放
尿
し

た
る
を
そ
の
處
の
鬼
神
が
戒
め
た
る
也
、
增
壹
阿
含
經
四
四
に
、
佛
未
來
彌
勒
佛
の
世
界
を
記
す
、
鷄
頭
城

中
有
羅
刹
鬼
、
名
曰
葉
華
、
所
行
順
法
、
不
違
正
敎
、
常
伺
人
民
寢
寐
後
、
除
去
穢
惡
諸
不
淨
者
、
又
以
香

汁
而
灑
其
地
、
極
爲
香
淨
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
鷄
頭
城
の
中
に
羅
刹
鬼
あ
り
。
名
づ
け
て
葉
華

え
ふ
く
わ

と
曰
ふ
。
行

な
ふ
所
、
法
に
順
ひ
、
正

敎

し
や
う
ぎ
や
う

に
違た

が

は
ず
。
常
に
人
民
の
寢し

ん

寐び

し
た
る
後
を
伺
ひ
、
穢
惡

ゑ

を

し
た
る
諸
不
淨
の
者

を
除
け
去
り
、
又
、
香
汁
を
以
つ
て
其
の
地
に
灑そ

そ

ぎ
、
極
め
て
香
淨
と
爲
す
。」。］
こ
れ
は
好
意
も
て
人
糞
を

掃
除
す
る
鬼
神
也
、
印
度
の
咒
法
中
厠
に
關
す
る
者
有
り
、
例
せ
ば
不
空
譯
大
藥
叉
女
歡
喜
母
並
愛
子
成
就

法
に
、
得
貴
人
歡
喜
、
取
彼
人
門
下
土
、
以
唾
和
作
丸
、
加
持
一
百
八
遍
置
於
厠
中
、
彼
人
必
相
敬
順
歡
喜
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
貴
人
の
歡
喜

く
わ
ん
ぎ

を
得
ん
と
せ
ば
、
彼
の
人
の
門
の
下
の
土
を
取
り
、
唾
を
以
つ
て
和あ

へ
て

丸
ぐ
わ
ん

と
作
し
、
加
持
す
る
こ
と
、
一
百
八
遍
し
、
厠
の
中
に
置
か
ば
、
彼
の
人
、
必
ず
、
相
ひ
敬
順
し
、
歡
喜

せ
ん
。」。］
支
那
に
も
、
厠
中
に
祕
法
を
行
ひ
し
例
、
明
の
祝
穆
の
事
類
全
書
續
集
十
に
郭
璞
素
與
桓
彜
友

善
、
每
造
之
或
値
璞
在
婦
間
便
入
、
璞
曰
、
卿
來
他
處
自
可
徑
前
、
但
不
可
厠
上
相
尋
耳
、
必
客
主
有
殃
、

彜
後
因
醉
詣
璞
、
正
逢
在
厠
、
掩
而
觀
之
、
見
璞
裸
身
被
髮
銜
刀
設
醊
、
璞
見
彜
撫
心
大
驚
曰
、
吾
每
囑
卿

勿
來
、
反
更
如
是
、
非
但
禍
吾
、
卿
亦
不
免
矣
、
璞
終
受
王
敦
之
禍
、
彜
亦
死
蘇
峻
之
難
、
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん

注
：「
郭
璞

か
く
は
く

、
素も

と
は
桓
彜

く
わ
ん
い

と
友
と
し
て
善よ

ろ

し
。
每つ

ね

に
之
れ
に
造い

た

り
、
或
い
は
、
璞
、
婦
の
間
に
在
る
に
値あ

ふ

も
、
便
ち
、
入
る
。
璞
曰
く
、『
卿
の
他
處

よ

そ

よ
り
來
た
る
時
は
、
自

お
の
づ

か
ら
徑す

ぐ

に
前す

す

む
べ
し
。
但
し
、
厠
の
上
の

み
は
相
ひ
尋
ぬ
べ
か
ら
ず
。
必
ず
、
客
・
主
に

殃
わ
ざ
は
ひ

あ
ら
ん
』
と
。
彜
、
後
、
醉
ふ
に
因
つ
て
、
璞
を
詣た

づ

ぬ
。

正ま
さ

に
厠
に
在
る
に
逢
ふ
。
掩か

く

れ
て
之
れ
を
觀
る
に
、
璞
、
裸
身
・
被
髮
し
て
、
刀
を
銜く

は

へ
、
醊て

つ

を
設
く
る
を
見

る
。
璞
、
彜
を
見
て
、
心む

ね

を
撫う

ち
て
、
大
き
に
驚
き
て
曰
は
く
、『
吾
、
每
に
卿
に
『
來
た
る
勿
れ
』
と
囑

し
よ
く

せ

る
に
、
反
つ
て
更
に
是
の
ご
と
し
。
但た

だ

、
吾
に

禍
わ
ざ
は
ひ

あ
る
の
み
に
非
ず
。
卿
も
亦
、
免
れ
ざ
ら
ん
。』
と
。
璞

は
終
に
王
敦

わ
う
と
ん

の
禍く

わ

を
受
け
、
彜
も
亦
、
蘇
峻

そ
し
ゆ
ん

の
難
に
死
す
。」。］
醊
は
字
典
に
祭
酹
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ

い
ら
い
」。「
酹
」
は
神
を
祀
る
に
際
し
て
地
面
に
酒
を
注
ぐ
こ
と
を
指
す
。］
な
り
と
見
ゆ
れ
ば
、
厠
中
に

神
酒
を
供
え
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
祀
り
行
ひ
し
也
、
甲
陽
軍
鑑
に
、
武
田
信
玄
每
に
軍
謀
を
厠

中
に
運
ら
せ
し
と
有
る
如
く
、
祕
處
で
は
有
り
、
且
つ
臭
穢
に
し
て
本
主
神
外
の
鬼
神
忌
み
て
近
づ
か
ざ
る

よ
り
、
密
法
を
修
む
る
に
便
と
せ
し
な
ら
ん
、
普
明
王
經
に
、
阿
群
佛
法
に
歸
し
比
丘
と
な
り
、
王
一
た
び

之
を
見
ん
と
望
む
も
此
比
丘
眼
睛
耀
射
に
し
て
當
た
り
難
き
を
以
て
、
王
之
を
厠
中
に
請
じ
見
る
事
有
り
、

書
紀
二
に
猿
田
彥
大
神
眼
力
强
く
、
八
十
萬
神
皆
目
勝
ち
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ま
か
ち
て
」。
初
出
に
ル

ビ
有
り
］。
相
問
ふ
を
得
ず
と
有
る
如
し
、
糞
穢
を
以
て
邪
視
を
破
る
事
は
、
か
つ
て
本
誌
に
述
た
り
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
五
月
発
行
の
『
東
京
人
類
學
雜
誌
』
二
百
七
十
九
号
で
、
初
出

原
題
は
「
出
口
君
の
『
小
兒
と
魔
除
』
を
讀
む
」。
後
の
「
小
兒
と
魔
除
」（
リ
ン
ク
先
は
私
のP

D
F

一
括

版
）。
冒
頭
か
ら
「
屎
」
を
名
に
持
つ
人
名
リ
ス
ト
が
バ
ー
ン
と
出
る
。］、
無
能
勝
三
藏
が
譯
せ
る
穢
蹟
金

剛
說
神
通
大
滿
陀
羅
尼
法
術
靈
要
門
經
に
は
、
佛
涅
槃
に
入
て
諸
天
大
衆
皆
來
て
供
養
せ
る
も
、
螺
髻
梵
王

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ら
け
い
ぼ
ん
わ
う
」
。］
の
み
來
ら
ず
、
千
萬
の
天
女
に
圍
繞
さ
れ
て
相
娛
樂
す
諸
大

衆
そ
の
我
慢
を
惡
み
、
百
千
衆
呪
仙
を
し
て
往
て
取
り
來
ら
し
む
る
に
、
梵
王
種
々
不
淨
を
以
て
城
塹
（
じ

や
う
ざ
ん
）
と
な
し
、
諸
仙
各
々
犯
咒
（
咒
破
ら
る
ゝ
事
）
さ
れ
て
死
す
、
復
た
無
量
の
金
剛
衆
を
し
て
往

か
し
む
る
も
七
日
迄
取
り
得
ず
、
如
來
大
遍
知
力
も
て
其
左
心
よ
り
不
壞
金
剛
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ふ
ゑ

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/29/5/29_5_169/_pdf/-char/ja
http://yab.o.oo7.jp/syounitomayoke.pdf


こ
ん
が
う
」
。］
を
化
出
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
け
し
ゆ
つ
」
。］
し
、
不
壞
金
剛
往
て
梵
王
所
を
指
さ
せ
ば
、

種
々
穢
物
變
じ
て
大
地
と
な
り
、
螺
髻
梵
王
發
心
し
て
如
來
所
に
至
る
と
有
り
、
梵
王
糞
穢
も
て
呪
仙
を
破

り
し
也
、
酉
陽
雜
俎
十
四
、
厠
鬼
の
名
は
頊
天
竺
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ぎ
よ
く
て
ん
じ
く
」。］（
一
曰
笙
［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
「
い
つ
に
い
は
く
「
し
や
う
」。
で
一
書
で
は
「
天
竺
」
で
は
な
く
「
天
笙
」
と
す

る
の
意
。］）
上
の
八
三
頁
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
は
「
選
集
」
で
は
「『
人
類
学
雑
誌
』
二
九
巻
二
号
の

八
三
頁
」
と
さ
れ
て
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
当
該
ペ
ー
ジ
は
「J-S

T
A

G
E

」
で
は
読
め
な
い
の
で
誰
の
論
文

か
も
判
ら
な
い
。］
に
淵
鑑
類
凾
よ
り
引
れ
し
厠
神
狀
如
大
猪
と
云
る
話
は
、
支
那
に
も
朝
鮮
琉
球
等
と
齋

し
く
、
厠
に
家
猪
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
こ
は
豚
（
ブ
タ
）
の
こ
と
。
前
の
「
大
猪
」
も
「
大
き
な
豚
」
で

あ
っ
て
野
猪
（
イ
ノ
シ
シ
）
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
注
意
。］
を
畜
て
糞
を
食
し
む
る
風
有
り
し
に
基
く
な

る
べ
く
、
漢
書
に
、
賈
姬
如
厠
、
有
野
彘
、
入
厠
中
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
賈
姬

か

き

、
厠
へ
如ゆ

く
。
野
彘
（
や

て
い
／
ゐ
の
し
し
）
あ
り
。
厠
の
中
に
入
れ
り
。」。］
又
呂
后
が
戚
天
人
を
傷
害
し
て
厠
中
に
置
き
人
彘
と
名

け
し
事
有
り
、
事
類
全
書
續
十
に
、
侍
御
史
錢
義
方
居
常
樂
第
、
夜
如
厠
、
忽
見
蓬
頭
靑
衣
者
數
尺
來
逼
、

義
方
曰
、
汝
非
郭
登
、
曰
然
、
餘
乃
厠
神
每
月
出
巡
、（
續
玄
怪
錄
）
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
侍
御
史
の
錢
義

方
、
常
樂
第
に
居
り
。
夜
、
厠
に
如
く
に
、
忽
ち
、
蓬
頭
・
靑
衣
の
者
、
長

た
け
が

數
尺
な
る
が
、
來
た
り
て
逼せ

ま

る

を
見
る
。
義
方
曰
は
く
、『
汝
は
郭
登
に
あ
ら
ず
や
。』
と
。
曰
く
、『
然
り
。
余
は
、
乃
ち
厠
神
な
り
。
每
月
、

出
で
て
巡
る
』
と
。」。］
類
函
厠
の
條
に
晉
書
陶
侃
甞
如
厠
、
見
一
人
朱
衣
介
幘
劒
履
、
曰
以
君
長
者
、
故

來
相
報
、
若
後
當
爲
公
矦
、
侃
至
八
州
都
督
、
又
庾
翼
鎭
荊
州
、
如
厠
見
一
物
、
頭
如
方
相
、
兩
眼
大
有
光
、

翼
擊
之
入
地
、
因
病
而
薨
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
陶
侃

と
う
か
ん

、
甞
つ
て
厠
に
如
き
、
一
人
の
、
朱
衣
に
し
て
、
介
幘

か
い
さ
く

を
か
ぶ
り
、
劒
を
は
き
、
履
を
は
け
る
も
の
を
見
た
り
。
曰
く
、『
君
、
長
者
な
る
を
以
つ
て
、
故
に
來
た
り

て
相
ひ
報
ず
。
君
、
後
に
當
に
公
侯
た
る
べ
し
。』
と
。
侃
、
八
州
の
都
督
に
至
れ
り
。
又
、
庾
翼

ゆ

よ

く

、
荊
州
に

鎭
た
り
。
厠
に
如
き
、
一
物
を
見
る
。
頭
は
方
相

は
う
そ
う

の
ご
と
く
、
兩
眼
、
大
い
に
、
光
、
有
り
。
翼
、
之
れ
を
擊

て
ば
、
地
に
入
れ
り
。
因
り
て
病
み
て
薨
ず
。」。］
是
れ
人
死
し
て
厠
神
と
な
り
、
厠
中
に
吉
凶
を
告
る
神
有

り
、
又
人
を
驚
か
す
鬼
物
有
り
と
せ
る
也
、
類
凾
卷
十
七
と
二
五
八
に
歲
時
記
と
異
錄
傳
を
引
て
厠
の
女
神

の
傳
を
載
す
、
文
差
や
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
や
や
」。］
相
異
な
る
を
以
て
綜
合
し
て
記
さ
ん
に
、
廬
陵
歐

明
從
賈
客
、
道
經
彭
澤
湖
、
每
以
舟
中
所
有
、
投
湖
中
爲
禮
、
後
復
過
湖
、
忽
有
一
人
著
禪
衣
乘
馬
、
來
候

明
云
、
是
靑
湖
君
使
也
、
靑
湖
君
感
君
有
禮
、
故
邀
君
、
必
有
重
遺
、
君
皆
勿
取
、
但
求
如
願
、
明
既
見
靑

湖
君
、
乃
求
如
願
、
如
願
者
靑
湖
君
之
神
婢
也
、
靑
湖
君
不
得
已
、
呼
如
願
送
明
去
、
明
將
如
願
歸
、
所
願

卽
得
、
數
年
大
富
、
後
正
旦
如
願
晚
起
、
明
醉
撻
之
、
走
入
糞
壤
中
不
見
、
今
人
、
正
旦
以
繩
繫
偶
人
、
投

糞
壤
中
、
云
令
願
以
此
、
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
廬
陵
の
歐わ

う

明め
い

、
賈こ

客か
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
商
人
。］
に
從
ひ
、

道
に
彭
澤
湖
を
經と

ほ

る
に
、
每つ

ね

に
舟
中
に
有
る
所
の
も
の
を
以
つ
て
、
湖
中
に
投
じ
て
禮
と
爲
す
。
後
、
復
た
、

湖
を
過
ぐ
る
に
、
忽
ち
、
一
人
有
り
、
禪ぜ

ん

衣え

を
著
て
馬
に
乘
り
、
來
た
っ
て
明
に
候つ

か

へ
て
曰
く
、『
是
は
靑
湖

君
が
使
ひ
な
り
。
靑
湖
君
、
君
の
禮
あ
る
に
感
じ
、
故
に
君
を
邀む

か

ふ
。
必
ず
、
重
き

遺
お
く
り
も
の

有
ら
ん
も
、
君
、

皆
、
取
る
勿
れ
。
但
、
如じ

よ

願
ぐ
わ
ん

の
み
、
求
め
よ
。』
と
、
明
、
既
に
靑
湖
君
に
見ま

み

え
、
乃

す
な
は

ち
、
如
願
を
求
む
。

如
願
と
は
靑
湖
君
の
神
婢
な
り
。
靑
湖
君
、
已
む
を
得
ず
、
如
願
を
呼
び
、
明
を
送
り
去
ら
し
む
。
明
は
如
願

を
將つ

れ
歸
る
に
、
願
ふ
所
あ
ら
ば
、
卽
ち
得
、
數
年
に
し
て
、
大
い
に
富
め
り
。
後
の
正
旦

ぐ
わ
ん
た
ん

、
如
願
、
晚お

そ

く

起
く
る
に
、
明
、
醉
ひ
て
之
れ
を
撻う

つ
。
糞
壤
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
堆
肥
置
き
場
。］
の
中
に
走
り
て
入
り
て

見
え
ず
。
今
人
、
正
旦
に
繩
を
以
つ
て
偶
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
傀
儡

く

ぐ

つ

。
人
形
。］
に
繋
び
、
糞
壤
の
中
に
投

じ
、『
願
ひ
の
ご
と
く
な
ら
し
め
よ
』
と
云
ふ
は
、
此
れ
を
以
つ
て
な
り
。」。］
淸
湖
君
、
一
に
靑
洪
君
に
作



る
、
事
類
全
書
前
集
六
に
は
有
商
人
過
靑
湖
見
淸
湖
君
云
々
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
商
人
有
り
て
靑
湖
を
過
ぐ

る
に
、
淸
湖
君
に
見
ゆ
云
々
」。］
と
せ
り
、
予
幼
か
り
し
時
亡
母
つ
ね
に
語
り
し
は
、
厠
を
輕
ん
ず
る
は
禮

に
非
ず
、
昔
し
泉
州
の
飯め

し

と
呼
ぶ
富
家
は
、
其
祖
先
が
元
旦
雪
隱
の
踏
板
に
飯
三
粒
落
た
る
を
見
、
戴
い
て

食
ひ
し
よ
り
打
ち
續
き
幸
運
を
得
て
大
に
繁
昌
に
及
べ
り
と
、
平
賀
鳩
溪
實
記
卷
一
三
井
八
郞
右
衞
門
源

内
へ
對
面
の
事
の
條
、
源
内
の
詞
に
、「
是
の
三
井
家
は
誠
に
日
本
一
の
金
持
に
し
て
、
鴻
池
抔
よ
り
も
名

譽
の
家
筋
也
云
々
、
凡
そ
富
貴
人
と
申
す
は
泉
州
岸
和
田
に
住
居
致
す
飯
の
彌
三
郞
と
三
井
計
と
存
ず
る

也
」
と
有
る
飯
氏
な
る
べ
し
、
是
れ
も
厠
を
敬
せ
し
よ
り
其
神
幸
運
を
與
え
し
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］

と
せ
し
な
ら
ん
、
倭
漢
三
才
圖
會
八
一
に
白
澤
圖
云
、
厠
惟
精
名
倚
（
上
の
三
〇
頁
出
口
君
が
引
き
し
に
は

「
停
衣
と
名
づ
く
」
と
あ
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
出
口
米
吉
「
厠
神
」
の
初
出
の
２
コ
マ
目
（
私
の
電
子
化

は
こ
ち
ら
）。
正
確
に
は
『
白
澤
圖
ヲ
引
テ
厠
神
名
停
衣
ト
ア
リ
』
で
あ
る
。
］）
、
著
靑
衣
持
白
杖
、
知
其
名

呼
之
者
除
、
不
知
其
名
呼
之
則
死
、
又
云
築
室
三
年
不
居
其
中
、
見
人
則
掩
面
、
見
之
有
福
、
居
家
必
用
云
、

厠
神
姓
廓
名
登
、
是
庭
天
飛
騎
大
殺
將
軍
、
不
可
觸
犯
、
能
賜
災
福
、［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
後
注
で

同
書
の
「
厠
」
の
項
の
全
部
を
示
す
。］
鬼
神
其
名
を
人
に
知
れ
て
敗
亡
せ
し
諸
例
は
、「
鄕
土
硏
究
」
一
卷

七
號
な
る
「
南
方
隨
筆
」
に
擧
た
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ
は
後
の
「
續
南
方
隨
筆
」
で
総
括
さ
れ
た
「『
鄕

土
硏
究
』
一
至
三
號
を
讀
む
」
の
一
節
。
後
注
参
照
。］、
廓
登
卽
ち
上
に
引
る
事
類
全
書
の
郭
登
な
る
べ
し
、

厠
神
人
を
見
て
面
を
掩
ふ
は
日
本
で
厠
神
に
見
ら
る
ゝ
を
忌
む
と
云
ふ
に
近
き
も
、
其
面
を
見
れ
ば
福
有

り
と
云
ふ
は
此
邊
で
傳
ふ
る
所
に
反
せ
り
、
熊
野
の
或
部
分
に
は
今
も
厠
を
至
極
淸
淨
に
し
、
四
壁
に
棚
を

設
け
干
瓢
椎
茸
麪
粉
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
む
ぎ
こ
」。］
氷
豆
腐
等
の
食
物
及
び
挽
臼
等
を
置
き
貯
へ
、
上

に
玉
萄
黍
、
蕃
椒
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
た
う
が
ら
し
」。］
等
を
懸
下
す
、
其
體
、
一
見
の
み
で
は
不
淨
處

と
信
ぜ
ら
れ
ず
、
予
夜
分
始
て
之
に
入
り
、
自
ら
夢
裡
に
有
る
か
と
疑
ひ
、
燈
を
携
へ
て
見
廻
り
又
身
體
諸

部
を
撚
り
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ひ
ね
り
」。］
驗
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
け
み
」
。］
せ
し
程
也
、
後
ち
其
邊
の

人
來
る
每
に
子
細
を
尋
ぬ
る
も
耻
る
と
見
え
て
一
向
然
る
事
無
し
と
答
ふ
、
去
年
酒
井
忠
一
子
に
此
事
を

語
り
し
に
、
日
向
と
か
に
も
斯
る
風
有
る
地
方
有
り
、
古
え
厠
を
殊
の
外
に
重
ん
ぜ
し
遺
俗
と
聞
り
と
話
さ

れ
つ
、
件
の
熊
野
山
村
の
俗
語
に
放
蕩
息
子
を
罵
り
て
、
汝
は
親
の
雪
隱
に
糞
垂
る
べ
き
者
に
非
ず
と
云
ふ

を
攷
ふ
れ
ば
、
酒
井
子
の
言
の
如
く
厠
を
家
の
重
要
部
と
尊
ぶ
土
俗
も
存
せ
し
に
や
、
定
め
て
彼
諸
村
に
は

多
少
厠
神
崇
拜
の
遺
風
も
傳
は
り
居
る
事
な
る
べ
け
れ
ば
再
度
自
ら
往
て
調
査
せ
ん
と
欲
す
、
序
に
言
ふ
、

南
洋
の
ツ
イ
ト
ン
ガ
島
民
は
、
死
人
の
魂
が
諸
神
に
食
れ
竟
れ
ば
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
く
は
れ
を
は
れ
ば
」
。］

得
脫
す
と
信
じ
、
島
中
最
も
重
ん
ぜ
ら
る
ゝ
人
の
葬
禮
後
、
貴
族
の
男
六
十
人
十
四
夜
續
け
て
死
人
の
墓
に

大
便
し
其
人
々
の
妻
女
來
て
之
を
取
除
く
、
是
れ
死
人
の
魂
諸
神
に
食
れ
て
淨
化
し
盡
さ
れ
た
る
を
表
す
、

又
速
か
に
得
脫
す
る
を
促
が
す
者
な
ら
ん
と
は
椿
事
也
（W

aitz 
u
n
d
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）、
又
同
卷
三
〇
五
頁
に
、
新
西
蘭
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
。］
の
人
、
死
し
て
樂
土
に
行
ざ
る
魂
は
糞
と
蠅
を
常
食
と
す
と
云
ひ
、
曾
て
此
世
な
る

幼
兒
を
育
て
ん
迚
樂
土
よ
り
還
る
婦
人
、
途
中
其
親
族
の
死
靈
が
住
る
村
を
通
る
に
彼
輩
之
に
人
糞
を
食

へ
と
迫
る
、
其
亡
父
の
靈
獨
り
之
を
制
禦
し
、
ク
マ
ラ
根
二
本
を
與
え
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
遁

れ
去
ら
し
む
る
に
、
惡
靈
二
個
な
ほ
追
來
る
を
件
の
二
根
を
抛
て
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
な
げ
う
ち
て
」。
］

遮
り
歸
り
し
話
有
り
と
載
た
り
、
其
事
、
書
紀
卷
一
、
伊
弉
册
尊
已
に
黃
泉
之
竈
（
よ
も
つ
へ
ぐ
ひ
）［
や

ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
上
は
ル
ビ
で
は
な
く
、
本
文
。］
し
て
此
世
に
還
る
を
得
ず
、
伊
弉
諾
尊
之
を
見
て
黃
泉

よ
り
逃
出
る
を
、
醜
女
八
人
追
け
れ
ば
、
尊
黑
鬘
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
く
ろ
み
か
づ
ら
」
。］
と
湯
津
爪
櫛

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ase1911/29/1/29_1_29/_pdf/-char/ja
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-b685cb.html
https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/02/post-b685cb.html


［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ゆ
つ
つ
ま
ぐ
し
」。］
を
投
て
葡
萄
と
筍
を
化
成
し
、
醜
女
之
を
食
ふ
間
に
泉
津
平
坂

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
」。］
に
到
り
玉
へ
え
る
に
似
た
り
、
新
西
蘭
の
神
話
葬
儀
が
糞
に

緣
有
る
事
如
斯
な
れ
ば
必
ず
厠
神
に
關
す
る
譚
も
行
は
れ
し
事
と
察
す
れ
ど
、
予
の
筆
記
不
備
に
し
て
只

今
其
詳
を
知
る
に
由
無
し
。 

  

追 

記 
 

種
々
の
物
を
用
て
追
ふ
者
を
妨
げ
し
譚
は
日
本
と
新
西
蘭
の
外
に
も
あ
り
、
支
那
に
は
梁
の
慧
皎
［
や
ぶ

ち
ゃ
ん
注
：「
ゑ
か
う
」。］
の
高
僧
傳
八
に
、
劉
宋
の
釋
玄
暢
北
虜
滅
法
の
際
平
城
よ
り
逃
れ
、
路
經
幽
冀
、

南
轉
將
至
孟
津
、
唯
手
把
一
束
楊
枝
一
扼
葱
葉
、
虜
騎
逐
追
、
將
欲
及
之
、
乃
以
楊
枝
擊
沙
、
沙
起
天
闇
、

人
馬
不
能
前
、
有
頃
沙
息
、
騎
已
復
至
、
於
是
投
身
河
中
、
唯
以
葱
葉
内
鼻
孔
中
、
通
氣
度
水
、
以
八
月
一

日
〔
元
嘉
二
十
二
年
〕
達
于
揚
州
、
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
路み

ち

に
幽
・
冀
を
經へ

、
南
に
轉
じ
て
將
に
孟
津
に
至

ら
ん
と
す
。
唯
、
手
に
は
一
束
の
楊
枝
と
、
一
扼
の
葱
葉

ね

ぎ

と
を
把も

て
る
の
み
。
虜
騎
、
逐
追

ち
く
つ
い

し
て
、
將
に
之
れ

に
及
ば
ん
と
す
。
乃

す
な
は

ち
、
楊
枝
を
以
つ
て
沙
を
擊
つ
に
、
沙
、
起
り
て
、
天
、
闇く

ら

み
、
人
馬
、
前す

す

む
能
は
ず
。

頃
し
ば
ら

く
有
り
て
、
沙
、
息や

み
、
騎
、
已
に
復
た
至
る
。
是
に
於
い
て
身
を
河
中
に
投
じ
、
唯
、
葱
葉
を
以
つ
て

鼻
孔
の
中
に
内い

れ
、
氣
を
通
じ
て
、
水
を
度わ

た

る
。
八
月
一
日
〔
元
嘉
二
十
二
年
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
南
北
朝
時

代
の
劉
宋
の
文
帝
の
時
代
の
年
号
。
ユ
リ
ウ
ス
暦
四
四
五
年
。］〕
を
以
つ
て
揚
州
に
達
す
。」。］
歐
州
に
は
希

臘
譚
に
、
繼
母
魔
質
に
し
て
一
男
一
女
童
を
殺
し
食
は
ん
と
し
、
二
童
犬
の
敎
に
よ
り
逃
る
ゝ
を
魔
母
追
來

る
、
其
時
童
男
小
刀
を
投
れ
ば
廣
原
と
な
り
、
次
に
櫛
を
投
れ
ば
密
林
と
な
り
、
最
後
に
鹽
を
投
れ
ば
浩
海

と
成
て
遂
に
遁
れ
去
る
を
得
と
有
り
、
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ヰ
ア
譚
に
一
童
子
巨
鬼
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
ト
ー

ル
」
の
こ
と
。］
に
逐
れ
走
る
時
其
騎
馬
に
敎
え
ら
れ
て
三
物
を
携
ふ
、
鬼
逐
う
ふ
事
急
な
る
に
臨
み
、
先

づ
山
査
子
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
ん
ざ
し
」。
バ
ラ
目
バ
ラ
科
サ
ン
ザ
シ
属
セ
イ
ヨ
ウ
サ
ン
ザ
シ 
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。］
の
枝
を
投
れ
ば
彼
木
の
密
林
生
じ
、
石
を
投
れ
ば
大
巖
と
成
り
、
甁
水
を
投
れ
ば
大
湖
と
成

て
鬼
を
障
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
え
」。
遮
（
さ
え
ぎ
）
り
。
］
童
子
脫
す
る
を
得
と
有
り 
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に
委
細
載
せ
た
り
。 

 
 

 
 

 

（
大
正
三
年
五
月
、
人
類
第
二
十
九
卷
） 

 

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
厠
神
」「
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
」
の
「
厠
神
」
か
ら
引
い
て
お
く
（
コ
ン
マ

を
ピ
リ
オ
ド
に
代
え
た
）。『
便
所
の
神
の
こ
と
で
、
便
所
神
、
雪
隠 (

せ
っ
ち
ん) 

神
、
お
へ
や
神
な
ど
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。
厠
と
は
便
所
の
こ
と
で
、
そ
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
川
の
上
あ
る
い
は
川
の
ほ
と
り
に

設
け
ら
れ
た
川
屋
に
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
そ
の
祀
り
方
は
地
方
に
よ
っ
て
異
な
り
、
便
所
を
い

つ
も
清
浄
に
し
て
灯
明
を
あ
げ
た
り
、
人
形
を
祀
り
』、『
花
を
供
え
た
り
、
小
さ
な
神
棚
を
設
け
た
り
、
新

設
す
る
と
き
に
』
は
、『
甕
の
下
に
人
形
を
埋
め
た
り
，
大
病
に
な
っ
た
』
際
に
は
、『
願
を
掛
け
て
』、『
花

や
酒
を
供
え
た
り
す
る
。
ま
た
、
お
産
と
も
関
係
が
深
く
、
妊
婦
が
美
し
い
子
の
誕
生
を
祈
願
し
て
厠
を
清

め
た
り
、
臨
月
に
便
所
に
お
参
り
を
し
』、『
お
産
が
軽
く
す
む
よ
う
に
祈
願
し
た
り
す
る
が
、
こ
れ
は
排
便

の
様
子
が
』、『
お
産
の
様
子
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
類
感
呪
術
の
一
種
と
思
わ
れ
る
。
関
東
地
方

に
は
赤
子
の
初
外
出
に
便
所
参
り
を
す
る
風
習
が
あ
る
』。 



「
諸
經
要
集
」
唐
の
律
宗 

(

南
山
宗) 

の
僧
道
世
（
？
～
六
八
三
年
）
著
。
全
二
十
巻
。
仏
教
の
典
籍
の
中

か
ら
，
特
に
善
悪
の
行
為
と
、
そ
れ
に
対
す
る
報
い
に
つ
い
て
抜
き
出
し
、
三
十
部
に
分
類
し
て
整
理
し
た

も
の
。
仏
教
文
献
を
検
索
す
る
の
に
便
利
な
書
物
で
、
同
じ
著
者
に
依
る
同
じ
範
疇
に
属
す
る
書
物
に
、
か

な
り
知
ら
れ
た
「
法
苑
珠
林
』（
全
百
巻
）
が
あ
る
。
な
お
、
以
下
に
出
る
経
典
類
は
煩
瑣
な
だ
け
な
の
で
、

注
し
な
い
。 

「
婆
羅
奈
國
」
古
代
イ
ン
ド
の
王
国
。「
ワ
ー
ラ
ー
ナ
シ
」
の
漢
音
写
で
、
別
称
「
カ
ー
シ
ー
国
」。
マ
ガ
ダ

国
の
西
、
コ
ー
サ
ラ
国
の
北
に
あ
り
、
現
在
の
ワ
ー
ラ
ー
ナ
シ
（
バ
ラ
ナ
シ
・
ヴ
ァ
ラ
ナ
シ
）（
グ
ー
グ
ル
・

マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）
を
中
心
と
し
た
地
方
。
釈
尊
が
成
道
後
、
波
羅
奈
国
の
鹿
野
苑 

(

サ
ー
ル
ナ
ー
ト) 

で

初
め
て
五
比
丘
に
説
法
を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
ア
シ
ョ
ー
カ
王
が
こ
れ
を
記
念
し
て
二
石
柱
を
建
立
し

て
い
る
。 

「
穢
染
も
汙
さ
ず
」
重
語
表
現
に
な
っ
て
い
る
が
、
よ
う
は
「
一
点
の
穢
れ
も
成
さ
ず
」
の
意
で
あ
ろ
う
。 

「
晃
昱
」（
こ
う
い
く
）
は
明
ら
か
な
光
を
発
し
て
輝
く
さ
ま
。「
選
集
」
は
『
晃
々
』
と
す
る
が
、
経
典
類

を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、「
南
方
隨
筆
」
の
通
り
で
正
し
い
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。 

「
除
糞
人
」
便
器
・
便
槽
の
糞
尿
を
始
末
す
る
こ
と
を
生
業
と
す
る
人
々
。 

「
除
糞
人
尼
提
出
家
を
許
さ
れ
得
道
せ
し
事
」
芥
川
龍
之
介
が
（
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
九
月
発
行
の

『
文
藝
春
秋
』
に
発
表
し
た
短
篇
「
尼
提

に

だ

い

」
に
描
か
れ
て
い
る
。「
青
空
文
庫
」
の
こ
ち
ら
で
読
め
る
（
但

し
、
新
字
新
仮
名
）。 

「
除
恐
災
患
經
に
無
類
の
美
妓
奈
女
前
身
塔
地
の
狗
糞
を
除
き
し
功
德
も
て
、
後
身
每
に
胞
胎
臭
處
よ
り

生
れ
ず
花
中
よ
り
生
ま
れ
し
こ
と
を
記
せ
り
」「
大
蔵
経

D
B

」
の
当
該
経
典
「
仏
說
除
恐
災
患
經
」
か
ら

見
出
せ
た
。
以
下
。
一
部
の
漢
字
を
正
字
化
し
た
。 

 
 

 

＊ 

時
有
衆
女
。
欲
供
養
塔
。
便
共
相
率
。
掃
除
塔
地
。
時
有
狗
糞
。
汚
穢
塔
地
。
有
一
女
人
。
手
撮
除
棄
。
復

有
一
女
。
見
其
以
手
除
地
狗
糞
。
便
唾
笑
之
曰
。
汝
手
以
汚
不
可
復
近
。
彼
女
逆
罵
。
汝
弊
婬
物
。
水
洗
我

手
。
便
可
得
淨
。
佛
天
人
師
。
敬
意
無
已
。
手
除
不
淨
。
已
便
澡
手
。
遶
塔
求
願
。
今
掃
塔
地
。
汚
穢
得
除
。

令
我
來
世
勞
垢
消
滅
淸
淨
無
穢
。
時
諸
女
人
。
掃
塔
地
者
。
今
此
會
中
。
諸
女
人
是
。
爾
時
掃
地
。
願
滅
塵

勞
。
服
甘
露
味
。
爾
時
以
手
。
除
狗
糞
女
。
今
柰
女
是
。
爾
時
發
願
。
不
與
汚
穢
會
。
所
生
淸
淨
。
以
是
福

報
。
不
因
胞
胎
臭
穢
之
處
。
毎
因
花
生
。 

 
 

 

＊ 

そ
こ
で
原
版
本
の
当
該
部
も
確
認
し
た
が
、「
奈
女
」
で
は
な
く
、「
柰
女
」
で
あ
っ
た
。
但
し
、
異
体
字
な
の

で
問
題
は
な
い
。
ウ
ィ
キ
の
「
ア
ン
バ
パ
ー
リ
ー
」（
彼
女
の
こ
と
で
あ
る
。
生
没
年
は
不
詳
）
に
よ
れ
ば
、

『
ア
ー
ム
ラ
パ
ー
リ
ー
』
と
も
。
漢
音
写
は
『
菴
摩
羅
、
菴
没
羅
な
ど
多
数
』
あ
り
、
漢
訳
で
は
『
㮈
女
、

柰
女
、
非
浄
護
な
ど
』
が
あ
り
、『
釈
迦
仏
の
女
性
の
弟
子
（
比
丘
尼
）
の
』
一
人
と
す
る
。『
ヴ
ェ
ー
サ
ー

リ
ー
（
毘
舎
離
）
の
人
で
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
出
身
。
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
城
外
の
マ
ン
ゴ
ー
林
に
捨
て
ら
れ
、
そ
の

番
人
に
育
て
ら
れ
た
の
で
、
ア
ン
バ
パ
ー
リ
ー
』、
則
ち
、『
マ
ン
ゴ
ー
林
の
番
人
の
子
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ア
ン
バ
パ
ー
リ
ー
は
、
遠
く
の
町
に
ま
で
名
声
が
伝
わ
っ
て
い
た
遊
女
で
、
美
貌
と
容
姿
、
魅
力

に
恵
ま
れ
、
他
に
も
踊
り
や
歌
、
音
楽
も
巧
み
、
当
然
言
い
寄
る
客
が
引
け
を
取
ら
ず
と
な
っ
て
舞
台
等
で

莫
大
な
稼
ぎ
を
得
て
い
た
』。『
釈
迦
仏
に
帰
依
し
、
そ
の
所
有
し
て
い
た
林
を
僧
団
に
献
納
し
た
』
。「
長
老

尼
偈
註
」
に
『
よ
れ
ば
、
出
家
し
』、『
高
名
な
長
老
と
な
っ
た
自
分
の
息
子
ヴ
ィ
マ
ラ
・
コ
ン
ダ
ン
ニ
ャ
の

https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%82%A6%E3%83%83%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A5+%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%82%B7%E3%83%BC/@23.9146636,79.9167263,5.75z/data=!4m5!3m4!1s0x398e2db76febcf4d:0x68131710853ff0b5!8m2!3d25.3176452!4d82.9739144
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%82%A6%E3%83%83%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A5+%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%82%B7%E3%83%BC/@23.9146636,79.9167263,5.75z/data=!4m5!3m4!1s0x398e2db76febcf4d:0x68131710853ff0b5!8m2!3d25.3176452!4d82.9739144
https://www.google.com/maps/place/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89+%E3%82%A6%E3%83%83%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%97%E3%83%A9%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%B7%E3%83%A5+%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%82%B7%E3%83%BC/@23.9146636,79.9167263,5.75z/data=!4m5!3m4!1s0x398e2db76febcf4d:0x68131710853ff0b5!8m2!3d25.3176452!4d82.9739144
https://www.aozora.gr.jp/cards/000879/files/109_15222.html
https://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT2018/key:%E4%BB%8F%E8%AA%AC%E9%99%A4%E6%81%90%E7%81%BD%E6%82%A3%E7%B5%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%90%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%AA%E3%83%BC


説
法
を
き
き
、
み
ず
か
ら
も
出
家
、
比
丘
尼
と
な
り
、
阿
羅
漢
果
を
得
た
と
さ
れ
る
』
。「
テ
ー
リ
ー
ガ
ー
タ

ー
」
で
は
、『
彼
女
の
美
貌
に
心
を
奪
わ
れ
た
比
丘
衆
に
阿
難
が
誡
め
の
た
め
に
偈
を
説
い
て
』
お
り
、「
大

般
涅
槃
経
」
で
は
、『
リ
ッ
チ
ャ
ヴ
ィ
（
離
車
）
族
の
公
子
ら
に
先
ん
じ
て
釈
尊
を
招
待
し
て
い
る
。
公
子

ら
が
そ
の
招
待
を
譲
り
受
け
ん
と
乞
う
も
』、『
彼
女
は
譲
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
所
有
し
て
い
た
菴
摩

羅
樹
苑
（
マ
ン
ゴ
ー
樹
園
）
を
僧
団
に
寄
進
し
た
。
後
の
天
竺
五
精
舎
の
』
一
『
つ
菴
羅
樹
園
精
舎
で
あ
る
。

こ
の
件
は
諸
文
献
に
通
じ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
』。
南
伝
「
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ッ
ガ
」
で
は
、『
彼
女
の
美
貌
に

よ
り
』、『
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々
が
街
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
が
潤
っ
た
と
い
う
』。「
雑
阿

含
経
」
及
び
「
長
部
註
」
に
『
よ
る
と
、
菴
摩
羅
樹
苑
に
て
、
彼
女
が
来
る
の
を
見
て
、
釈
尊
は
弟
子
』
衆

に
、
『
そ
の
美
貌
で
心
が
揺
れ
な
い
よ
う
』
、『
四
念
処
を
説
い
た
と
あ
る
』
。
「
㮈
女
祇
域
因
縁
経
」
で
は
、

『
彼
女
は
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
の
バ
ラ
モ
ン
の
㮈
樹
の
肉
瘤
（
に
く
こ
ぶ
）
か
ら
生
ま
れ
た
と
し
、
美
人
な
る

を
も
っ
て
』
十
五
『
歳
の
時
に
』
七
『
人
の
王
が
求
婚
し
た
が
』、『
す
べ
て
断
っ
た
』
と
い
い
、
須
漫
と
波

曇
と
称
し
た
二
人
の
娘
も
『
彼
女
と
同
じ
よ
う
に
』、『
各
々
』、『
樹
華
よ
り
生
ま
れ
た
と
い
う
。
彼
女
と
二

女
は
共
に
』
五
百
『
人
の
女
性
を
率
い
て
い
た
が
、
釈
尊
の
説
法
を
聞
い
て
出
家
し
』
、『
悟
り
を
得
た
と
い

う
』
と
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
「
胞
胎
」
と
は
、
母
胎
内
で
胎
児
を
包
ん
で
い
る
胞え

衣な

を
指
し
、
胎
生
の
こ
と

で
、 

胎
生
は
「
輪
廻
の
迷
い
」
を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
注
意｡

だ
か
ら
、
そ
こ
か
ら
で
は
な
く
、

香
良
き
清
浄
な
る
花
か
ら
彼
女
た
ち
は
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。 

「
厠
中
に
唾
吐
け
ば
神
怒
る
」
こ
れ
は
私
も
よ
く
聴
い
た
風
俗
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
理
由
が
よ
く
判

ら
な
い
。
或
い
は
、
唾
は
便
で
は
な
く
、
し
か
も
眉
唾
な
ど
で
知
ら
れ
る
（
一
般
に
は
狐
狸
な
ど
が
人
を
化
か

す
に
際
し
て
は
、
そ
の
人
物
の
眉
の
本
数
を
数
え
て
知
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
す
る
と
い
う
が
、
私
は
ど
う

も
あ
ま
り
そ
れ
を
信
じ
て
い
な
い
）
が
、
唾
に
は
あ
る
種
の
生
臭
さ
が
あ
り
、
そ
れ
を
妖
魔
が
嫌
う
の
で
は
な

い
か
と
私
は
考
え
て
お
り
、
厠
神
が
元
は
鬼
神
で
あ
っ
た
と
い
う
熊
楠
の
挙
げ
る
例
を
考
え
る
と
な
ら
、
陰

気
で
あ
る
汚
物
で
あ
る
大
便
で
も
小
便
で
も
な
い
、
し
か
も
腥
い
人
間
の
体
液
（
汚
物
で
は
な
い
陽
の
生
気

に
属
す
る
も
の
）
だ
か
ら
、
嫌
悪
し
、
怒
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
を
言
い
添
え
て
お
く
。 

「
厠
神
盲
に
し
て
人
に
見
ら
る
ゝ
を
忌
め
ば
」
物
の
怪
・
鬼
神
は
先
に
見
ら
れ
る
（
見
切
ら
れ
る
）
こ
と
で
、

相
手
に
負
け
る
と
い
う
の
は
民
俗
社
会
の
お
約
束
ご
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
「
厠
に
入
る
者
必
ず
燈
を

携
え
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
マ
マ
。］
咳
し
て
後
入
る
べ
し
」
と
い
う
の
は
、
目
が
見
え
な
く
て
も
、
光
は
感

ず
る
の
か
と
も
思
う
。 

「
籌
草
」（
ち
ゅ
う
そ
う
）
不
詳
。
当
初
は
物
理
的
に
尻
の
後
始
末
を
す
る
竹た

け

箆べ
ら

や
拭
き
取
る
草
か
と
思
っ

た
が
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
書
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
ら
違
う
。「
籌
」
は
占
い
に
用
い
る
竹
製

の
算
木
を
指
す
こ
と
が
多
い
か
ら
、
何
ら
か
の
呪
具
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

「
彈
指
」
爪
弾
（
つ
ま
は
じ
）
き
を
す
る
こ
と
。
呪
的
に
は
音
を
出
し
て
邪
気
を
払
う
仕
草
と
し
て
知
ら
れ

る
が
、
こ
こ
は
本
来
の
そ
れ
が
善
神
た
る
厠
神
と
な
る
と
と
も
に
変
容
し
、
相
手
に
「
姿
を
お
現
わ
し
に
な

ら
れ
ま
せ
ぬ
よ
う
に
」
と
事
前
の
注
意
を
促
す
と
い
う
意
に
変
化
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 

「
非
人
」
厠
神
以
外
の
鬼
神
・
神
仏
、
果
て
は
、
物
の
怪
。 

「
臢
汙
」（
さ
ん
お
）
穢
す
こ
と
。 

「
慳
嫉
」
自
分
の
利
益
の
た
め
だ
け
の
物
惜
し
み
と
嫉
妬
心
。 

「
㖉
托
餓
鬼
」
サ
イ
ト
「
三
蔵
法
師
の
館
」
の
「
餓
鬼
道
」
に
、「
食
唾
（
じ
き
た
）
餓
鬼
」
を
載
せ
、
ま

さ
に
こ
の
原
文
を
訳
し
た
通
り
に
、『
男
、
若
し
』
く
『
は
』、『
女
が
』、『
慳
嫉
で
心
を
覆
い
、
不
浄
の
食

http://makasatsu.web.fc2.com/ghost.htm


を
以
て
諸
の
出
家
の
沙
門
・
道
士
を
誑
か
し
て
、「
こ
の
食
は
清
浄
で
あ
り
ま
す
。
信
用
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
言
い
、
こ
れ
を
食
べ
さ
せ
る
。
或
い
は
ま
た
浄
行
人
に
非
所
（
食
べ
る
場
所
で
は
な
い
）
で
施
し
て
食
わ

せ
る
。
此
の
業
』（
ご
う
）『
を
数
々
造
り
、
ま
た
他
人
に
も
教
え
て
誑
惑
を
行
う
。
布
施
を
行
わ
ず
、
禁
戒

を
持
た
ず
、
善
友
に
近
づ
か
ず
、
正
法
に
順
ぜ
ず
、
不
浄
を
楽
し
み
、
さ
ら
に
人
に
も
教
え
る
。
こ
の
よ
う

な
悪
人
は
身
壊
れ
て
命
終
し
、
悪
道
の
中
に
生
ま
れ
、
食
唾
餓
鬼
の
身
を
受
け
る
。
常
に
其
の
身
を
焼
か
れ

る
。
不
浄
の
処
に
於
い
て
、
壁
、
若
し
は
地
で
、
人
の
唾
を
求
め
て
食
べ
て
自
活
す
る
。
余
の
一
切
の
食
は

悉
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
悪
業
が
尽
き
ず
壊
れ
ず
朽
ち
な
い
た
め
、
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
業

が
尽
き
て
よ
う
や
く
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
此
よ
り
命
終
し
て
業
に
随
っ
て
生
死
を
流
転
し
て
苦
を
受

け
る
』
と
あ
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
餓
鬼
」
で
は
、『
食
唾
（
じ
き
た
）、
僧
侶
や
出
家
者
に
、
不
浄
な
食
物
を
清

浄
だ
と
偽
っ
て
施
し
た
者
が
な
る
。
人
が
吐
い
た
唾
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
』
と
す
る
。 

「
衆
落
」
人
々
の
集
団
。
「
聚
落
」「
集
落
」
に
同
じ
。 

「
嚴
飾
」
立
派
に
飾
る
こ
と
。
相
応
の
上
流
階
級
の
者
た
ち
を
も
信
用
さ
せ
て
布
施
を
得
る
た
め
で
あ
る
。 

「
諸
城
邑
」（
し
ょ
う
じ
ょ
う
ゆ
う
）
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
城
壁
に
囲
ま
れ
た
首
都
及
び
そ
の
周
辺
を
領
す

る
諸
侯
・
大
夫
の
領
地
・
封
土
。 

「
廣
く
須
め
ら
る
る
を
求
め
」
あ
ら
ゆ
る
求
め
得
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
は
そ
の
総
て
を
貪
欲
に
求
め
。 

「
阿
毘
遮
羅
（「
疾
く
行
く
」。）
餓
鬼
」
サ
イ
ト
「
三
蔵
法
師
の
館
」
の
「
餓
鬼
道
二
」
の
「
疾
行
餓
鬼
」
に
、

同
じ
く
こ
こ
を
訳
し
た
如
く
、『
此
の
衆
生
は
貪
嫉
で
心
を
覆
い
、
若
し
沙
門
と
為
れ
ば
破
戒
す
る
が
、
さ

れ
ど
も
法
服
を
着
て
集
落
に
遊
び
、
諂
誑
し
て
財
を
求
め
て
「
病
者
に
は
病
に
随
っ
て
供
給
す
べ
し
。」
と

言
い
な
が
ら
結
局
自
分
は
施
し
を
与
え
ず
、
自
ら
之
を
食
べ
る
。
乞
求
の
為
に
衣
服
を
飾
り
、
諸
の
城
邑
を

巡
り
、
広
く
施
を
求
め
、
病
者
に
は
施
さ
な
い
。
こ
の
因
縁
を
以
て
身
壊
れ
て
命
終
し
、
悪
道
に
堕
ち
、
疾

行
鬼
の
身
を
受
け
る
』。『
不
浄
の
処
に
於
い
て
不
浄
を
食
し
、
常
に
飢
渇
に
患
わ
さ
れ
、
其
の
身
を
焼
か
れ

る
。
若
し
は
』、
あ
る
『
衆
生
が
不
浄
を
行
う
な
ら
、
こ
の
餓
鬼
は
す
ぐ
に
こ
の
者
を
多
く
悩
ま
す
。
其
の

身
を
自
ら
現
し
て
怖
畏
を
与
え
る
。
人
の
便
り
を
求
め
、
或
い
は
悪
夢
を
示
し
、
恐
怖
を
与
え
る
。
塚
の
間

を
遊
行
し
、
死
屍
に
楽
近
し
、
其
の
身
は
燃
え
盛
っ
て
火
炎
が
起
こ
り
、
若
し
世
間
に
疫
病
が
流
行
し
て
死

亡
者
が
出
る
な
ら
す
ぐ
に
心
が
喜
悦
す
る
。
若
し
は
悪
呪
が
有
っ
て
召
喚
さ
れ
る
な
ら
直
ぐ
に
や
っ
て
来

て
、
衆
生
に
よ
く
不
利
益
に
な
る
こ
と
』
な
す
。『
其
の
動
作
は
迅
疾
で
、
一
念
で
よ
く
百
千
由
旬
を
至
る
。

こ
の
故
に
「
疾
行
餓
鬼
」
と
名
』
づ
『
け
ら
れ
る
。
凡
世
の
愚
人
の
供
養
す
る
所
。
咸
い
は
皆
之
を
「
大
力

神
通
夜
叉
で
あ
る
」
と
号
す
。
こ
の
よ
う
に
人
に
種
種
の
災
禍
を
も
た
ら
す
。
悪
業
は
尽
き
ず
壊
れ
ず
朽
ち

な
い
た
め
、
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
業
が
尽
き
て
よ
う
や
く
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
此
よ
り
命
終
し

て
業
に
随
っ
て
生
死
を
流
転
し
て 

、
苦
を
受
け
る
。
若
し
人
に
生
ま
れ
る
な
ら
呪
師
の
家
に
生
ま
れ
て
諸

の
鬼
神
に
属
し 

、
鬼
神
の
廟
を
守
る
。
余
』、『
業
』（
ご
う
）『
を
以
て
の
故
』
に
、
こ
『
の
よ
う
な
報
い

を
受
け
る
』
と
あ
る
。
ウ
ィ
キ
の
「
餓
鬼
」
で
は
、『
疾
行
（
し
っ
こ
う
）、
僧
の
身
で
遊
興
に
浸
り
、
病
者

に
与
え
る
べ
き
飲
食
物
を
自
分
で
喰
っ
て
し
ま
っ
た
者
が
な
る
。
墓
地
を
荒
ら
し
』、『
屍
を
食
べ
る
。
疫
病

な
ど
で
大
量
の
死
者
が
出
た
場
所
に
、
一
瞬
で
駆
け
つ
け
る
』
と
あ
る
。 

「
呪
師
」
こ
の
場
合
は
狭
義
の
魔
神
・
淫
祠
邪
教
を
崇
め
る
邪
悪
極
ま
り
な
い
呪
わ
れ
た
呪
術
師
の
限
定
。 

「
劉
宋
譯
彌
沙
塞
五
分
律
」（
み
し
や
そ
く
ご
ぶ
り
つ
（
み
し
ゃ
そ
く
ご
ぶ
り
つ
）
）
は
南
北
朝
時
代
の
劉
宋

（
四
二
〇
年
～
四
七
九
年
）
の
建
国
直
後
に
仏
陀
什

ぶ
っ
だ
じ
ゅ
う

・
竺じ

く

道
生

ど
う
し
ょ
う

ら
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
（
四
二
二
年
か
ら

四
二
三
年
）「
彌
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
」（
み
し
ゃ
そ
く
ぶ
わ
け
い
ご
ぶ
り
つ
）。
仏
教
教
団
（
サ
ン
ガ
）
を
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正
し
く
維
持
運
営
し
て
ゆ
く
た
め
に
必
要
な
教
団
規
則
と
運
営
法
を
記
し
た
一
つ
。 

「
大
德
」
個
人
的
に
は
上
田
秋
成
の
「
雨
月
物
語 

卷
之
五
」
の
名
作
「
靑
頭
巾
（
あ
を
づ
き
ん
）」（
リ
ン

ク
先
は
私
の
古
い
電
子
化
。
私
の
高
校
教
師
時
代
の
授
業
ノ
ー
ト
及
び
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
現
代
語
訳
も
あ
る
）

以
来
、
私
は
「
だ
い
と
こ
」
と
し
か
読
ま
な
い
。 

「
羅
刹
鬼
」
羅
刹
天

ら

せ

つ
て

ん

は
仏
教
の
天
部
の
一
つ
で
あ
る
十
二
天
に
属
す
る
西
南
の
護
法
善
神
。
単
に
「
羅
刹
」

と
も
呼
ぶ
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
羅
刹
と
は
鬼
神
の
総
称
で
あ
り
、
羅
刹
鬼
・
速
疾
鬼
・
可
畏
と
も

訳
さ
れ
る
。
ま
た
羅
刹
天
は
別
名
涅
哩
底
王
』（
ね
い
り
ち
お
う
／
に
り
ち
お
う
）
。『
破
壊
と
滅
亡
を
司
る

神
。
ま
た
、
地
獄
の
獄
卒
（
地
獄
卒
）
の
こ
と
を
指
す
時
も
あ
る
。
四
天
王
の
一
で
あ
る
多
聞
天
（
毘
沙
門

天
）
に
夜
叉
と
共
に
仕
え
る
』。『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
登
場
す
る
鬼
神
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら

れ
た
も
の
で
』、『
そ
の
起
源
は
』『
ア
ー
リ
ア
人
の
イ
ン
ド
侵
入
以
前
か
ら
の
木
石
水
界
の
精
霊
と
思
わ
れ
、

ヴ
ェ
ー
ダ
神
話
で
は
財
宝
の
神
ク
ヴ
ェ
ー
ラ
（
毘
沙
門
天
）
を
そ
の
王
と
し
て
、
南
方
の
島
、
ラ
ン
カ
ー
島

（
現
在
の
ス
リ
ラ
ン
カ
）
を
根
城
と
し
て
い
た
』。「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
」
で
は
、『
ク
ヴ
ェ
ー
ラ
の
異
母
弟
ラ

ー
ヴ
ァ
ナ
が
島
の
覇
権
を
握
り
、
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
を
率
い
て
神
々
に
戦
い
を
挑
み
、
コ
ー
サ
ラ
国
の
王
子
ラ

ー
マ
に
退
治
さ
れ
る
伝
説
が
語
ら
れ
て
い
る
。
概
ね
』、『
バ
ラ
モ
ン
・
ヒ
ン
ズ
ー
教
で
は
』、『
人
を
惑
わ
し
』、

『
食
ら
う
魔
物
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
』
が
、『
仏
教
普
及
後
は
、
夜
叉
と
同
様
に
毘
沙
門
天
の
眷

属
と
し
て
仏
法
守
護
の
役
目
を
担
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
』
り
、『
十
二
天
で
は
「
羅
刹
天
」
と
し
て
西
南
を

守
護
し
、
手
に
し
た
剣
で
煩
悩
を
断
つ
と
い
わ
れ
る
。
図
像
は
鎧
を
身
に
つ
け
左
手
を
剣
印
の
印
契
を
結
び
、

右
手
に
刀
を
持
つ
姿
で
描
か
れ
る
。
全
身
黒
色
で
、
髪
の
毛
だ
け
が
赤
い
鬼
と
さ
れ
る
』。『
中
国
以
東
で
は

羅
刹
の
魔
物
と
し
て
の
性
格
が
強
調
さ
れ
、
地
獄
の
獄
卒
と
同
一
視
さ
れ
て
恐
れ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
』。
十
『
世
紀
の
延
暦
寺
の
僧
』
で
、
本
邦
の
浄
土
教
の
祖
で
あ
る
源
信
の
「
往
生
要
集
」
は
、『
そ
の
凄

惨
な
地
獄
描
写
で
有
名
だ
が
、
そ
こ
で
も
羅
刹
は
亡
者
を
責
め
る
地
獄
の
怪
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
』
。

一
般
に
『
羅
刹
の
男
は
醜
く
、
羅
刹
の
女
は
美
し
い
と
さ
れ
、
男
を
羅
刹
娑
・
羅
刹
婆
（
ラ
ー
ク
シ
ャ
サ
、

ラ
ー
ク
シ
ャ
ス
、
ラ
ク
シ
ャ
ー
サ
、
ラ
ク
シ
ャ
ス
、
ラ
ク
シ
ャ
サ
、
ラ
ク
サ
サ
）、
女
を
羅
刹
斯
・
羅
刹
私

（
ラ
ー
ク
シ
ャ
シ
ー
）・
羅
刹
女

ら

せ

つ
に

ょ

と
い
う
。
ま
た
』
、
『
羅
刹
女
と
い
え
ば
』
、「
法
華
経
」
の
「
陀
羅
尼
品
」

に
『
説
か
れ
る
十
羅
刹
女
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
の
十
大
羅
刹
女
や
八
大
羅
刹
女
、
十
二
大
羅
刹
女

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
』「
孔
雀
経
」
で
は
』
七
十
二
も
の
『
羅
刹
女
の

名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。 

「
葉
華
」（
よ
う
か
）
竺
法
護

じ

く

ほ
う

ご

（
二
三
一
年
～
三
〇
八
年
？
：
西
晋
の
僧
。
遊
牧
民
で
あ
っ
た
月げ

っ

氏し

の
出
身
。

西
域
諸
国
を
巡
遊
し
て
経
典
を
収
集
し
、
般
若
思
想
の
仏
典
を
中
心
に
漢
訳
し
た
。
月
氏
菩
薩
・
敦
煌
菩
薩

と
も
称
さ
れ
た
）
の
訳
に
な
る
「
彌
勒
下
生
經

み
ろ
く
げ
し
ょ
う
き
ょ
う

」
に
も
「
是
時
翅
頭
城
中
、
有
羅
刹
鬼
、
名
曰
葉
華
、
所
行

順
法
、
不
違
正
敎
、
每
向
人
民
寝
寐
之
後
、
除
去
穢
惡
不
浄
者
、
常
以
香
汁
而
灑
其
地
極
爲
香
淨
」（
是
の

時
、
翅
頭
城
の
中
に
羅
刹
鬼
有
り
。
名
を
葉
華
と
曰
ふ
。
所
行
、
法
に
順
ひ
、
正
教
違
は
ず
、
每つ

ね

に
人
民
に

向
き
て
、
寝
寐
の
後
、
穢
惡
不
淨
の
者
を
除
け
去
り
、
常
に
香
汁
を
以
つ
て
其
地
に
灑
ぎ
、
極
め
て
香
淨
と

爲
す
）
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
あ
り
、
こ
の
方
が
熊
楠
が
引
く
「
增
壹
阿
含
經
」
よ
り
古
い
漢
訳
と
思
わ
れ
る
。 

「
祝
穆
の
事
類
全
書
續
集
」、
南
宋
の
学
者
祝
穆

し
ゅ
く
ぼ
く

（
生
没
年
不
詳
：
彼
の
曾
祖
父
祝
確
は
朱
熹
の
母
方
の
祖

父
で
、
祝
穆
自
身
も
朱
熹
に
学
ん
だ
）
類
書
で
正
し
く
は
正
篇
は
「
古
今
事
文
類
聚
」
で
「
續
集
」
の
他
に

「
後
集
」「
外
集
」
も
あ
る
。「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
で
影
印
本
で
当
該
部
の
「
戒
厠
上
相
尋
」（
厠

の
上
に
相
ひ
尋
ぬ
る
こ
と
を
戒
む
）
が
読
め
る
。 
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「
郭
璞
」
空
想
地
誌
で
魯
迅
も
耽
読
し
た
「
山
海
經

せ
ん
が
い
き
ょ
う

」
の
最
古
の
注
釈
で
知
ら
れ
る
西
晋
・
東
晋
の
文
学

者
に
し
て
卜
占
家
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
郭
璞

か
く
は
く

（
二
七
六
年
～
三
二
四
年
）。
河
東
郡
聞
喜
県
（
現
在
の
山

西
省
運
城
市
聞
喜
県
）
の
人
。
文
才
と
卜
占
術
に
よ
り
、
建
国
間
も
な
か
っ
た
東
晋
王
朝
の
権
力
者
た
ち
に

重
用
さ
れ
、
史
書
や
「
捜
神
記
」
な
ど
の
志
怪
小
説
に
お
い
て
は
、
超
人
的
な
予
言
者
や
妖
術
師
と
し
て
様
々

な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。
卜
占
・
五
行
・
天
文
暦
法
に
通
じ
た
の
み
な
ら
ず
、
古
典
に
も
造
詣
が
深
く
、

「
山
海
経
」
の
他
に
も
「
爾
雅
」
な
ど
に
注
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
文
学
作
品
で
は
「
遊
仙
詩
」・「
江
賦
」

な
ど
が
代
表
作
と
し
て
残
る
。
参
照
し
た
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
低
い
家
柄
に
生
ま
れ
、
『
訥
弁
で
あ
っ

た
が
、
博
学
で
文
章
に
巧
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
郭
公
な
る
人
物
か
ら
』「
青
囊
中
書
」
と
い
う
『
書
物
を
授

か
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
五
行
・
天
文
・
卜
筮
の
あ
ら
ゆ
る
術
に
通
じ
、
い
に
し
え
の
』
漢
の
「
易
経
」
の
専

門
家
『
京
房
』（
け
い
ぼ
う
）
や
三
国
時
代
の
占
い
師
と
し
て
有
名
な
管
輅
（
か
ん
ろ
）
を
も
『
凌
ぐ
ほ
ど

で
あ
っ
た
と
い
う
』。
後
続
同
士
の
内
乱
で
あ
る
「
八
王
の
乱
」
に
よ
っ
て
『
中
原
が
戦
乱
に
見
舞
わ
れ
る

と
、
郭
璞
は
筮
竹
で
将
来
を
占
い
、
こ
の
地
が
遠
か
ら
ず
異
民
族
に
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と
を
予
見
し
た
。
そ
こ

で
親
類
・
友
人
た
ち
数
十
家
と
と
も
に
江
南
に
避
難
し
た
。
史
書
に
よ
る
と
、
江
南
ま
で
の
道
中
、
様
々
な

術
や
予
言
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
難
を
逃
れ
た
と
い
う
』。『
江
南
に
来
た
郭
璞
は
、
そ
の
後
、
司
馬
睿
』

（
え
い
）『（
後
の
東
晋
の
元
帝
）
の
腹
心
王
導
に
招
か
れ
、
彼
の
参
軍
と
な
り
、
そ
の
卜
筮
の
術
に
よ
っ
て

大
い
に
重
用
さ
れ
た
。
司
馬
睿
が
皇
帝
に
即
位
す
る
前
後
、
そ
の
将
来
を
占
い
、
銅
鐸
の
出
土
や
泉
の
出
現

な
ど
の
東
晋
中
興
の
正
統
性
を
裏
付
け
る
瑞
祥
を
予
見
し
、
司
馬
睿
の
寵
愛
も
受
け
る
に
至
っ
た
』。『
東
晋

が
建
国
さ
れ
る
と
、
郭
璞
は
「
江
賦
」「
南
郊
賦
」
を
献
上
し
、
そ
れ
ら
は
世
間
で
大
い
に
評
判
に
な
っ
た
。

元
帝
に
も
賞
賛
さ
れ
、
著
作
左
郎
に
任
じ
ら
れ
、
つ
い
で
尚
書
郎
に
移
っ
た
。
皇
太
子
司
馬
紹
（
後
の
明
帝
）

か
ら
は
、
そ
の
才
能
と
学
識
を
尊
敬
さ
れ
、
当
時
の
有
力
者
で
あ
っ
た
』
政
治
家
温
嶠

お
ん
き
ょ
う

や
庾ゆ

亮
り
ょ
う

『
ら
と
同

等
の
待
遇
を
受
け
た
』。
し
か
し
、
三
二
四
年
、
司
馬
睿
か
ら
大
将
軍
の
地
位
を
賜
っ
た
『
王
敦
』（
お
う
と

ん
）
が
『
反
乱
を
企
て
、
郭
璞
に
』、『
そ
の
成
否
を
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
』
が
、『「
成
る
無
し
」
の
結
果
が
で

た
。
占
い
を
命
じ
た
王
敦
は
、『
か
ね
て
か
ら
郭
璞
が
温
嶠
・
庾
亮
ら
と
親
し
く
、
彼
ら
に
自
ら
の
討
伐
を

そ
そ
の
か
し
て
い
る
と
疑
っ
て
い
た
の
で
』、
そ
の
『
結
果
に
激
怒
し
』、『
郭
璞
を
処
刑
し
た
。
享
年
』
四

十
九
。「
王
敦
の
乱
」
が
『
平
定
さ
れ
る
と
、
弘
農
郡
太
守
を
追
贈
さ
れ
、
子
の
郭
驁
』（
か
く
ご
う
）『
が

父
の
後
を
継
い
で
、
官
位
は
臨
賀
郡
太
守
に
至
っ
た
』。 

「
桓
彜
」（
か
ん
い 

二
七
六
年
～
三
二
八
年
）
は
西
晋
末
か
ら
東
晋
初
期
の
官
僚
・
政
治
家
。
譙
国
竜
亢

県
（
現
在
の
安
徽
省
蚌
埠
市
懐
遠
県
）
の
人
。
東
晋
の
朝
廷
の
運
営
や
地
方
の
統
治
で
活
躍
し
た
が
、「
蘇

峻
の
乱
で
討
死
し
た
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
貧
し
い
家
柄
の
出
で
あ
っ
た
が
、『
朗
ら
か
で
早
く
か
ら

盛
名
を
得
』、『
道
徳
的
秩
序
や
物
事
の
本
質
を
見
極
め
る
こ
と
に
長
け
、
幼
少
の
頃
か
ら
』、『
才
は
抜
き
ん

出
て
い
た
』
と
い
う
。『
西
晋
に
仕
え
、
兗
州
』（
え
ん
し
ゅ
う
）『
の
主
簿
』
か
ら
、
三
〇
一
年
三
月
に
は

『
斉
王
司
馬
冏
』（
け
い
）『
の
挙
兵
に
赴
き
、
騎
都
尉
に
任
じ
ら
れ
た
』。
そ
の
後
、
当
時
、
安
東
将
軍
で

あ
っ
た
『
司
馬
睿
か
ら
逡
遒
』（
し
ゅ
ん
し
ゅ
う
）『
県
令
に
任
じ
ら
れ
』、
三
一
一
年
十
二
月
に
は
『
江
南

に
渡
り
』、
既
に
『
丞
相
』
と
な
っ
て
い
た
『
司
馬
睿
に
仕
え
た
』。
そ
の
後
、『
丞
相
中
兵
属
・
中
書
郎
・

尚
書
吏
部
郎
を
歴
任
、
朝
廷
内
で
名
声
を
高
め
』、『
河
北
か
ら
温
嶠
が
や
っ
て
く
る
と
、
王
導
・
周
顗
』（
し

ゅ
う
ぎ
）・『
謝
鯤
・
庾
亮
ら
と
と
も
に
親
交
を
結
ん
だ
』。『
大
将
軍
王
敦
が
権
力
を
握
る
と
、
桓
彝
は
病
と

称
し
て
職
を
辞
し
た
が
。
後
の
『
皇
帝
司
馬
紹
か
ら
散
騎
常
侍
に
任
じ
ら
れ
、
王
敦
討
伐
の
密
謀
に
参
画
し

た
。
王
敦
の
乱
平
定
後
、
万
年
県
男
に
封
じ
ら
れ
た
』。『
丹
陽
尹
温
嶠
の
推
薦
を
受
け
、
司
馬
紹
自
ら
詔
勅
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を
発
し
て
宣
城
内
史
に
任
じ
ら
れ
た
。
桓
彝
は
宣
城
を
治
め
る
任
に
堪
え
ら
れ
な
い
と
上
疏
し
た
』
も
の
の
、

『
し
ば
ら
く
し
て
、
宣
城
内
史
就
任
を
承
諾
し
た
。
郡
内
に
善
政
を
敷
き
、
百
姓
ら
に
親
し
ま
れ
た
』。
三

二
七
年
十
二
月
、『
冠
軍
将
軍
蘇
峻
が
朝
廷
に
対
し
、
反
乱
を
起
こ
し
た
。
桓
彝
は
兵
を
率
い
て
建
康
に
赴

こ
う
と
し
た
。
長
史
裨
恵
』（
ひ
け
い
）『
は
、
宣
城
郡
の
兵
は
』
少
な
い
上
に
脆
弱
な
上
、『
民
は
動
揺
し

や
す
』
か
っ
た
『
た
め
、
備
え
を
解
い
て
』、『
反
乱
が
終
わ
る
の
を
待
つ
こ
と
を
勧
め
た
』
が
、『
桓
彝
は
』

色
を
変
え
、「『
君
主
に
無
礼
を
す
る
者
に
は
、
た
と
え
、
相
手
が
強
い
鷹
鸇

よ
う
せ
ん

（「
鸇
」
は
ハ
イ
タ
カ
又
は
ハ

ヤ
ブ
サ
）
で
、
自
分
が
弱
い
鳥
雀

う
じ
ゃ
く

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
追
い
払
う
べ
き
も
の
で
あ
る
』
と
言
い
う

で
は
な
い
か
。
今
、
社
稷
に
危
機
が
迫
っ
て
い
る
の
に
、
義
を
無
く
し
て
、
く
つ
ろ
ぎ
楽
し
ん
で
お
れ
よ
う

か
」
と
怒
り
、『
将
軍
朱
綽
』（
し
ゅ
し
ゃ
く
）『
を
遣
わ
し
、
蕪
湖
で
蘇
峻
軍
を
破
っ
た
。
桓
彝
は
蕪
湖
に

進
ん
で
屯
し
た
。
蘇
峻
軍
の
将
韓
晃
は
桓
彝
を
破
り
、
宣
城
に
進
攻
し
た
。
桓
彝
は
広
徳
に
退
い
た
。
韓
晃

は
周
囲
の
諸
県
を
掠
奪
し
て
帰
還
し
た
』。
三
二
八
年
五
月
、『
桓
彝
は
建
康
が
陥
落
し
た
と
聞
き
、
涙
を
流

し
て
歎
き
悲
し
み
、
涇
県
に
進
ん
で
屯
し
た
。
こ
の
頃
、
州
郡
の
多
く
が
蘇
峻
に
降
伏
し
て
い
た
。
裨
恵
は

蘇
峻
に
使
い
を
送
り
、
友
好
を
結
ん
で
災
い
を
避
け
る
よ
う
に
説
い
た
。
桓
彝
は
「
私
は
国
か
ら
厚
恩
を
受

け
て
お
り
、
義
の
た
め
に
死
ぬ
つ
も
り
だ
。
恥
を
忍
ん
で
、
逆
臣
と
通
ず
る
』
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
ぬ
。

『
た
と
え
揃
わ
ず
と
も
、
私
の
考
え
に
変
わ
り
は
な
い
」
と
断
っ
た
。
桓
彝
は
将
軍
兪
縦
に
蘭
石
を
守
ら
せ

た
。
蘇
峻
は
韓
晃
に
攻
撃
さ
せ
た
。
兪
縦
は
敗
れ
』、
激
戦
の
『
末
』、『
討
ち
取
ら
れ
た
』。『
韓
晃
は
宣
城

を
攻
め
た
。
援
軍
は
な
く
、
韓
晃
軍
は
「
桓
彝
が
降
伏
す
れ
ば
、
礼
を
も
っ
て
優
遇
す
る
」
と
降
伏
を
呼
び

か
け
た
。
将
兵
の
多
く
は
、
偽
り
の
降
伏
を
し
て
後
々
の
機
会
を
待
つ
よ
う
に
勧
め
た
。
桓
彝
は
従
わ
ず
、

抗
戦
の
意
志
を
変
え
な
か
っ
た
』。
六
月
、『
宣
城
は
陥
落
、
桓
彝
は
韓
晃
に
討
ち
取
ら
れ
た
。
享
年
』
五
十

三
。『
蘇
峻
の
乱
平
定
後
、
廷
尉
を
追
贈
さ
れ
、
簡
と
諡
さ
れ
』
、『
咸
安
年
間
に
太
常
に
改
贈
さ
れ
た
』
と

あ
る
。『
幼
少
か
ら
庾
亮
と
は
親
交
が
あ
り
、
雅
で
上
品
で
あ
っ
た
た
め
』
、『
周
顗
に
重
用
さ
れ
た
。
周
顗

は
』、「
彼
の
人
品
高
潔
な
さ
ま
と
言
っ
た
ら
、「
思
わ
ず
笑
う
人
が
い
る
に
違
い
な
い
」
と
ま
で
嘆
い
た
と

い
う
。『
江
南
に
渡
っ
た
際
、
桓
彝
は
司
馬
睿
の
朝
廷
が
微
弱
で
あ
る
の
を
見
て
、
軍
諮
祭
酒
周
顗
に
「
私

は
中
原
の
混
乱
を
避
け
、
安
全
を
求
め
て
来
た
と
い
う
の
に
、
こ
ん
な
に
弱
々
し
く
て
は
、
ど
う
し
て
事
を

成
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
！
」
と
憂
い
と
懼
れ
の
た
め
』、『
楽
し
め
ず
に
い
た
。
軍
諮
祭
酒
王
導
の
も
と
を

訪
れ
、
と
も
に
世
事
の
こ
と
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
そ
の
後
、
周
顗
に
「
管
夷
吾
（
管
仲
）
を
見
た
。
も

う
憂
う
こ
と
な
ど
な
い
ぞ
」
と
喜
ん
だ
』
と
い
う
。（
以
下
は
本
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
訳
）『
占
術
者
の
郭
璞
と
親

交
を
結
ん
で
い
た
。
桓
彝
は
い
つ
も
郭
璞
の
妻
が
い
る
間
に
や
っ
て
き
た
。
郭
璞
は
妻
に
「
卿
が
他
所
か
ら

来
ら
れ
た
ら
、
小
道
の
前
で
迎
え
る
よ
う
に
。
た
だ
し
、
廁
に
入
っ
て
い
る
と
き
は
様
子
を
探
ら
な
け
れ
ば

だ
め
だ
。
必
ず
客
や
私
に
災
い
が
有
る
だ
ろ
う
」
と
告
げ
た
。
桓
彝
が
酔
っ
て
郭
璞
の
家
に
や
っ
て
き
て
、

廁
で
郭
璞
と
会
っ
て
し
ま
っ
た
。
郭
璞
は
裸
に
な
っ
て
髪
を
振
り
乱
し
、
刀
を
咥
え
て
祭
壇
を
設
け
た
。
郭

璞
は
桓
彝
を
見
て
、
心
を
な
だ
め
つ
つ
』、『
大
い
に
驚
き
』、『「
あ
な
た
と
私
は
友
で
は
あ
る
が
、
今
、
来

て
は
い
け
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
遅
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
！
』 

『
災
い
は
私
だ
け
で

な
く
、
あ
な
た
も
免
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
天
が
成
し
た
こ
と
で
、
誰
に
罪
が
あ
ろ
う
か
」
と
言
っ
た
。

郭
璞
は
王
敦
の
乱
で
、
桓
彝
は
蘇
峻
の
乱
で
い
ず
れ
も
殺
害
さ
れ
た
』
と
あ
る
。
さ
て
も
、
こ
れ
は
注
に
「
晋

書
」
の
巻
七
十
二
の
「
郭
璞
」
か
ら
と
す
る
の
だ
が
、
例
え
ば
、
中
文
サ
イ
ト
の
こ
ち
ら
で
、
そ
ち
ら
の
部
分

を
読
め
る
の
だ
が
、
そ
の
禁
忌
の
戒
め
部
分
は
婦
人
に
郭
璞
は
妻
に
言
っ
た
よ
う
に
書
き
分
け
ら
れ
て
は
い

な
い
し
、
私
自
身
「
戒
」
と
す
る
以
上
、
こ
れ
は
郭
璞
が
桓
彝
に
禁
忌
と
し
て
言
っ
た
と
し
か
読
ま
な
か
っ
た
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し
、
読
め
な
い
の
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
こ
の
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は―

―

郭
璞
が―

―

誰
に
も
見
ら
れ
な
い
よ

う
に
し
て―

―

厠
の
中
で
厠
の
神
を
祀
る
秘
密
の
儀
式
を
行
っ
て
い
た―

―

こ
の
秘
儀
が
人
に
見
ら
れ
た
場

合
に
は―

―
祭
祀
を
し
て
い
る
自
分
だ
け
で
な
く―

―

そ
れ
を
見
て
し
ま
っ
た
人
間
に
も
災
い
が
齎
さ
れ
る

―
―

と
言
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
そ
も
そ
も
が
、
こ
の
戒
を
妻
に
言
っ
た
場
合
に
は
、
覗
き
見
す
る

の
は
、
妻
の
可
能
性
が
志
怪
小
説
な
ら
非
常
に
高
く
な
る
気
が
す
る
か
ら
、
そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
先
の
訳

は
、
ち
ょ
っ
と
変
で
あ
る
と
私
は
思
う
）。
最
後
に
言
っ
て
お
く
と
、
桓
彝
が
戦
死
す
る
の
は
郭
璞
が
殺
さ
れ

た
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
郭
璞
の
予
言
は
見
か
け
上
は
当
た
っ
て
い
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
こ
と
も
な

い
。 

「
甲
陽
軍
鑑
」
江
戸
初
期
に
集
成
さ
れ
た
軍
学
書
。
全
二
十
巻
。
甲
斐
の
武
田
晴
信
・
勝
頼
二
代
の
事
績
に

よ
っ
て
、
甲
州
流
軍
法
や
武
士
道
を
説
い
た
も
の
。
異
本
が
多
く
、
作
者
は
諸
説
あ
る
が
、
武
田
家
の
老
臣

高
坂
弾
正
昌
信
の
遺
記
を
元
に
、
春
日
惣
二
郎
・
小
幡

お

ば

た

下
野

し
も
つ
け

が
書
き
継
ぎ
、
小
幡
景
憲
が
集
大
成
し
た
と
見

ら
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
最
古
の
板
本
は
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
の
も
の
。 

「
阿
群
」
一
応
、「
あ
ぐ
ん
」
と
読
ん
で
お
く
が
、
ど
の
よ
う
な
由
来
を
持
つ
僧
侶
か
は
全
く
不
詳
。 

「
眼
睛
耀
射
に
し
て
當
た
り
難
き
を
以
て
」
そ
の
目
の
瞳
の
輝
き
照
射
す
る
眼
光
が
眩
し
く
鋭
い
た
め
に
、

直
接
に
対
面
し
て
向
き
合
う
こ
と
が
出
来
に
く
い
こ
と
か
ら
。 

「
書
紀
二
に
猿
田
彥
大
神
眼
力
强
く
、
八
十
萬
神
皆
目
勝
ち
て
、
相
問
ふ
を
得
ず
と
有
る
」「
南
方
熊
楠 

小

兒
と
魔
除 

（
４
）
」
の
私
の
注
で
「
日
本
書
紀
」
の
当
該
箇
所
の
原
文
及
び
訓
読
を
電
子
化
し
て
あ
る
。 

「
無
能
勝
三
藏
」「
能
く
勝
れ
る
も
の
無
き
三
藏
法
師
」
の
意
で
、
玄
奘

げ
ん
じ
ょ
う

（
六
〇
二
年
～
六
六
四
年
）
の
尊

称
の
一
つ
。 

「
螺
髻
梵
王
」
以
下
は
梵
天
の
伝
承
の
一
つ
か
。 

「
呪
仙
」
あ
り
と
あ
る
呪
術
呪
文
・
仙
術
法
を
駆
使
し
て
。 

「
城
塹
」
城
壁
と
塹
壕
。 

「
如
來
」
こ
の
場
合
は
涅
槃
を
経
て
成
っ
た
「
釋
迦
如
來
」
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。 

「
不
壞
金
剛
」
本
来
は
「
極
め
て
堅
固
で
決
し
て
壊
れ
な
い
こ
と
・
志
を
堅
く
守
っ
て
変
え
な
い
こ
と
」
で

仏
の
身
体
に
つ
い
て
言
っ
た
語
と
さ
れ
る
。「
金
剛
」
は
金
石

き
ん
せ
き

の
中
で
最
も
硬
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
或
い
は

金
又
は
鉄
鋼
石
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
釈
迦
如
来
の
体
内
か
ら
遣
わ
し
た
金
剛
力
士
と
し
て
仏
身
の
変
化
の

一
部
と
さ
れ
て
あ
る
。 

「
酉
陽
雜
俎
十
四
、
厠
鬼
の
名
は…

…

」
巻
十
四
「
諾
皋
記
上
」
の
『「
太
真
科
經
」
說
』
で
始
ま
る
一
節

に
、 
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厠
鬼
名
頊
天
竺
【
一
曰
笙
。
】。（
厠
の
鬼
は
「
頊

ぎ
よ
く

天
竺

て
ん
ぢ
く

」
と
名
づ
く
【
一
つ
に
「
笙
」
と
曰
ふ
。】。 
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と
あ
る
。
私
が
面
白
く
思
っ
た
の
は
、
そ
れ
に
続
け
て
、 
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語
忘
、
敬
遺
、
二
鬼
名
、
婦
人
臨
產
呼
之
、
不
害
人
。
長
三
寸
三
分
、
上
下
烏
衣
。（「
語
忘
と
「
敬
遺
」
と

は
、
二
鬼
の
名
な
り
。
婦
人
の
產
に
臨
む
に
、
之
れ
を
呼
ば
ば
、
人
を
害
せ
ず
。
長
け
三
寸
三
分
、
上
下

か
み
し
も

は

烏う

衣い

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
黒
い
着
物
。］
た
り
。） 

 
 

 

＊ 

https://onibi.cocolog-nifty.com/alain_leroy_/2021/01/post-25fee7.html
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こ
と
で
あ
る
。
熊
楠
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
排
泄
と
出
産
及
び
厠
は
親
和
性
が
強
い
の
で
あ
る
。 

「
淵
鑑
類
凾
」（
底
本
で
は
「
凾
」
と
「
函
」
が
混
用
さ
れ
て
い
る
。
統
一
す
る
必
要
は
な
い
の
で
そ
の
ま

ま
電
子
化
し
て
あ
る
）
は
清
の
康
熙
帝
の
勅
に
よ
り
張
英
・
王
士
禎
ら
が
完
成
し
た
類
書
（
百
科
事
典
）
。

一
七
一
〇
年
成
立
。
巻
三
百
五
十
の
「
厠
一
」
の
一
節
に
（
「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
影
印
本
の
こ

の
最
後
か
ら
視
認
し
、
一
部
の
漢
字
は
正
字
化
し
た
）、 
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紀
聞
曰
宣
城
太
守
刁
緬
初
爲
玉
門
軍
使
有
厠
神
形
見
狀
如
大
猪
遍
體
皆
有
眼
出
入
溷
中
游
行
院
内
緬
時
不

在
官
吏
兵
卒
見
者
千
餘
人
如
是
數
日
緬
歸
祭
以
祈
福
厠
神
乃
滅
旬
日
遷
伊
州
刺
史
歷
官
至
翰
林
左
將
軍 

語
林
曰
石
崇
厠
常
有
十
餘
婢
列
皆
佳
麗
藻
飾
置
甲
煎
沈
香
無
不
畢
具
又
與
新
衣
客
多
不
能
著
王
敦
爲
將
軍

年
少
往
脫
故
衣
著
新
衣
氣
色
傲
然
羣
婢
謂
曰
此
客
必
能
作
賊 

世
說
曰
王
大
將
軍
敦
初
尙
主
如
厠
見
漆
箱

中
盛
乾
棗
本
以
塞
鼻
王
謂
厠
上
下
果
食
遂
至
盡
既
還
婢
擎
金
澡
盤
盛
水
琉
璃
碗
盛
澡
豆
敦
自
倒
著
水
中
而

飮
之
謂
之
乾
飯
羣
婢
掩
口
而
笑
之
葆
光
錄
曰
台
州
有
民
姓
王
常
祭
厠
神
一
日
至
其
所
見
著
黃
女
子
云
某
台

州
人
也
君
聞
螻
蟻
言
否
民
曰
不
聞
遂
懷
中
取
小
合
子
以
指
㸃
少
膏
如
口
脂
塗
民
右
耳
下
戒
之
曰
或
見
蟻
子

側
耳
聆
之
必
有
所
得
民
明
旦
見
柱
礎
下
羣
蟻
紛
紜
聽
之
果
聞
相
語
移
穴
去
暖
處
傍
有
問
之
何
故
云
其
下
有

寶
甚
寒
住
不
安
民
伺
蟻
出
訖
尋
之
獲
白
金
十
錠 
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こ
れ
は
後
学
の
方
の
た
め
に
写
し
置
い
た
だ
け
で
、
よ
く
意
味
が
判
ら
ぬ
の
だ
が
、
こ
こ
に
出
る
王
敦
っ
て
、

さ
っ
き
出
た
郭
璞
を
殺
し
た
彼
か
？ 

何
か
、
因
縁
っ
ぽ
い
！ 

「
支
那
に
も
朝
鮮
琉
球
等
と
齋
し
く
、
厠
に
家
猪
を
畜
て
糞
を
食
し
む
る
風
有
り
し
」
こ
れ
は
か
な
り
知
ら

れ
た
話
で
あ
る
。
家
屋
の
厠
の
下
が
豚
舎
に
な
っ
て
い
て
、
人
糞
を
豚
が
餌
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
は
便

所
を
意
味
す
る
「
溷
」
或
い
は
「
圂
」
と
は
も
と
も
と
は
「
豚
小
屋
」
の
意
で
あ
る
。「
豕
」
＋
「
囗
」
の
会

意
で
、「
説
文
」
に
「
囗
に
從
ひ
、
豕
の
囗
中
に
在
る
に
象
る
」
と
あ
り
、「
囲
い
に
豚
が
い
る
」
と
い
う
字
で
、

「
囲
い
に
豚
を
飼
い
、
ま
た
、
そ
の
傍
ら
で
用
を
足
し
て
は
人
糞
を
豚
の
餌
と
す
る
」
こ
と
を
見
す
る
。「
溷
」

は
排
泄
で
「
水
が
濁
る
」
の
意
と
、「
豢
」
が
「
家
畜
」
と
い
う
意
に
通
ず
る
。
畑
の
肥
料
ば
か
り
で
は
な
か

っ
た
の
だ
！ 

驚
く
勿
れ
！ 

嘗
て
は
、
瀬
戸
内
海
の
食
用
マ
ガ
キ
の
養
殖
場
で
は
、
中
型
船
で
人
糞
を
肥

料
と
し
て
大
々
的
に
撒
い
て
い
た
の
だ
。
我
々
の
幼
少
の
頃
の
生
牡
蠣
は
俺
た
ち
の
糞
で
育
っ
た
の
だ
！ 

「
賈
姬
」
前
漢
の
第
六
代
皇
帝
景
帝
が
寵
愛
し
た
邯
鄲
の
出
の
賈
姫
（
趙
敬
粛
王
劉
彭
祖
と
中
山
靖
王
劉
勝

の
生
母
）。
ウ
ィ
キ
の
「
郅
都
」（
し
つ
と
：
景
帝
時
代
の
酷
吏
と
し
て
知
ら
れ
る
）
に
よ
れ
ば
、
景
帝
が
彼

女
を
伴
っ
て
、
上
林
苑
へ
狩
り
に
出
か
け
、
郅
都
も
同
伴
し
た
。
時
に
、
賈
姫
が
厠
で
用
を
足
し
た
折
り
に
、

突
然
、
野
生
の
猪
が
彼
女
が
い
る
厠
に
猛
進
し
た
。
景
帝
は
こ
れ
を
見
て
、
郅
都
に
目
配
せ
し
た
が
、
郅
都

は
助
け
に
行
こ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
景
帝
は
自
ら
武
器
を
取
っ
て
、
助
け
に
行
こ
う
と
し
た
。
す
る
と

郅
都
は
景
帝
の
前
に
平
伏
し
て
言
っ
た
。「
側
室
が
失
わ
れ
よ
う
と
も
、
陛
下
に
は
数
多
の
側
室
が
御
座
い

ま
す
。
し
か
し
、
陛
下
は
た
っ
た
お
一
人
で
あ
り
ま
す
。
陛
下
の
身
に
何
か
あ
っ
た
時
に
は
、
漢
の
宗
廟
や

御
生
母
の
竇と

う

太
后
は
ど
う
な
さ
れ
ま
す
か
？
」
と
直
言
し
た
。
景
帝
は
行
く
の
を
止
め
、
や
が
て
猪
は
厠
か

ら
出
て
来
て
、
森
林
に
立
ち
去
っ
た
と
い
う
。
幸
い
賈
姫
は
無
事
だ
っ
た
。
景
帝
の
生
母
の
竇
太
后
は
こ
れ

を
聞
い
て
彼
に
金
百
斤
を
与
え
、
ま
た
、
こ
れ
以
来
、
郅
都
は
天
子
や
竇
太
后
の
信
頼
が
絶
大
と
な
り
、
重

用
さ
れ
た
、
と
あ
る
。 

「
呂
后
が
戚
天
人
を
傷
害
し
て
厠
中
に
置
き
人
彘
と
名
け
し
事
」「
呂
后
」
呂
雉

り

ょ

ち

（
紀
元
前
二
四
一
年
～
紀

https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=48674&page=32
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=48674&page=32
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%85%E9%83%BD


元
前
一
八
〇
年
）。
恵
帝
の
母
。
中
国
で
「
三
大
悪
女
」
と
し
て
唐
の
武
則
天
（
則
天
武
后
）・
清
の
西
太
后

と
と
も
に
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
高
祖
の
没
後
、
彼
女
の
子
で
あ
る
恵
帝
が
即
位
し
て
間
も
な
く
、
呂
后
は
、

恵
帝
の
有
力
な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
高
祖
の
庶
子
斉
王
劉
肥
や
趙
王
劉
如
意
の
殺
害
を
企
て
た
。
斉
王
の

暗
殺
は
恵
帝
に
よ
っ
て
失
敗
し
た
も
の
の
、
趙
王
を
謀
殺
、
そ
の
生
母
戚
夫
人
を
奴
隷
に
落
と
し
て
両
手
両

足
を
切
断
し
た
上
、
両
目
を
刳
り
抜
い
た
上
に
、
薬
を
用
い
て
耳
と
声
帯
を
潰
し
、
そ
の
後
、
便
所
に
置
い

て
「
人
彘
」（
人
豚

ひ
と
ぶ
た

）
と
呼
ば
せ
、
そ
の
さ
ま
を
笑
い
転
げ
な
が
ら
見
て
い
た
と
史
書
に
は
あ
る
（
ウ
ィ
キ

の
「
呂
雉
」
に
拠
っ
た
）。 

「
郭
登
」
中
国
伝
来
で
本
邦
で
も
厠
神
の
一
名
と
し
て
知
ら
れ
た
。
ウ
ィ
キ
の
「
加
牟
波
理
入
道
」（
か
ん
ば

り
に
ゅ
う
ど
う
）
に
よ
れ
ば
、『
鳥
山
石
燕
の
妖
怪
画
集
』
「
今
昔
画
図
続
百
鬼
」
に
載
る
『
日
本
の
妖
怪
、

お
よ
び
日
本
各
地
の
厠
（
便
所
）
の
俗
信
に
見
ら
れ
る
妖
怪
。
同
画
集
で
は
、『
厠
に
現
れ
る
妖
怪
と
し
て

口
か
ら
鳥
を
吐
く
入
道
姿
で
描
か
れ
、
解
説
文
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
り
、
大
晦
日
に
「
が
ん
ば
り
入
道
郭

公
（
が
ん
ば
り
に
ゅ
う
ど
う
ほ
と
と
ぎ
す
）」
と
唱
え
る
と
、
こ
の
妖
怪
が
現
れ
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
』
あ

る
。
所
持
す
る
同
画
集
（
一
九
九
二
年
国
書
刊
行
会
刊
「
鳥
山
石
燕  

画
図
百
鬼
夜
行
」
の
原
画
図
）
に
よ

り
電
子
化
し
た
。
仮
名
遣
い
は
総
て
マ
マ
で
あ
る
。 

 
 

 

＊ 

 
 

加
牟
波
理
入
道

か

ん

ば

り

に

う

ど

う 

大
晦
日
の
夜
厠

か
は
や

に
ゆ
き
て
が
ん
ば
り
入
道
郭
公

ほ
と
ゝ
き
す

と
唱と

な

ふ
れ
ば
妖
怪

よ
ふ
か
ひ

を
見
ざ
る
よ
し
世
俗

せ

ぞ

く

の
し
る
所
也
も

ろ
こ
し
に
て
は
厠

か
は
や

神か
み

の
名
を
郭

く
は
く

登と
う

と
い
へ
り
こ
れ
遊
天
飛
騎
大
殺

ゆ

う

て
ん

ひ
き

だ
い

さ
つ

將
軍
と
て
人
に
禍く

は

福ふ
く

を
あ
た
ふ
と
云

郭
登

く
は
く
と
う

郭
公

か
つ
こ
う

同
日

ど
う
じ
つ

の
談だ

ん

な
る
べ
し 
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同
書
解
説
に
、
こ
の
郭
登
は
実
在
す
る
明
の
武
将
と
す
る
。
郭
登
（
一
四
〇
三
年
～
一
四
七
二
年
）
で
あ
る
。

実
在
し
た
郭
登
に
つ
い
て
は
九
州
大
学
中
国
文
学
会
二
〇
一
七
年
十
二
月
発
行
の
『
中
国
文
学
論
集
』
所
収

の
井
口
千
雪
氏
の
論
文
『
明
朝
勲
戚
武
定
侯
郭
氏
と
文
学 

「
諸
葛
の
如
き
」
定
襄
伯
郭
登
』（P

D
F

）
が
詳

細
を
極
め
る
が
、
彼
が
何
故
、
厠
神
と
さ
れ
る
か
の
記
載
は
、
残
念
な
が
ら
な
く
、
不
明
で
あ
る
。
ウ
ィ
キ
の

引
用
を
続
け
る
。『
兵
庫
県
姫
路
地
方
で
は
、
大
晦
日
に
厠
で
「
頑
張
り
入
道
時
鳥
（
が
ん
ば
り
に
ゅ
う
ど

う
ほ
と
と
ぎ
す
）」
と
』
三
『
回
唱
え
る
と
、
人
間
の
生
首
が
落
ち
て
く
る
と
い
い
、
こ
れ
を
褄
に
包
ん
で

部
屋
に
持
ち
帰
っ
て
灯
り
に
か
ざ
し
て
見
る
と
、
黄
金
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
話
も
あ
る
』
。
松
浦
静
山
の

「
甲
子
夜
話
」
に
も
『
こ
れ
と
似
た
話
で
、
丑
三
つ
時
に
厠
に
入
り
、「
雁
婆
梨
入
道
（
が
ん
ば
り
に
ゅ
う

ど
う
）」
と
名
を
呼
ん
で
下
を
覗
く
と
、
入
道
の
頭
が
現
れ
る
の
で
、
そ
の
頭
を
と
っ
て
左
の
袖
に
入
れ
て

か
ら
取
り
出
す
と
、
そ
の
頭
は
』、『
た
ち
ま
ち
』、『
小
判
に
変
わ
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
』
（
私
は
「
甲
子

夜
話
」
の
電
子
化
注
を
行
っ
て
い
る
が
（
全
部
所
持
し
て
は
い
る
）、
調
べ
た
と
こ
ろ
「
甲
子
夜
話
第
三
篇
」

に
あ
る
と
い
う
情
報
は
得
た
も
の
の
、
探
し
得
て
い
な
い
。
見
つ
け
た
ら
、
電
子
化
し
、
こ
こ
に
リ
ン
ク
を

張
る
）。『
一
方
で
、
こ
の
呪
文
が
禍
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
と
い
い
、
江
戸
時
代
の
辞
書
』「
諺
苑
」
で

は
、『
大
晦
日
に
「
が
ん
ば
り
入
道
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
言
葉
を
思
い
出
す
の
は
不
吉
と
さ
れ
る
』
と
あ
る
と

い
う
。『
加
牟
波
理
入
道
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
文
政
時
代
の
風
俗
百
科
事
典
』「
喜
遊
笑
覧
」

に
、『
厠
で
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
聞
く
と
不
祥
事
が
起
き
る
と
の
俗
信
が
由
来
で
、
子
供
が
大
晦
日
に

厠
で
「
が
つ
は
り
入
道
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
ま
じ
な
い
を
唱
え
る
と
の
記
述
が
あ
り
（「
が
つ
は
り
」
は
「
が

ん
ば
り
」
の
訛
り
）』、『
中
国
の
六
朝
時
代
の
書
』「
荊
楚
歳
時
記
」
に
も
』
同
様
に
、『
厠
で
ホ
ト
ト
ギ
ス
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の
鳴
き
声
を
聞
く
の
は
不
吉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
』。『
ま
た
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
漢
字
表
記
の
ひ
と
つ
・
郭
公

（
か
っ
こ
う
）
が
中
国
の
便
所
の
神
・
郭
登
（
か
く
と
う
）
に
通
じ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
』
。『
岡
山
県
の
一

部
で
は
、
加
牟
波
理
入
道
の
俗
信
が
見
越
し
入
道
と
混
同
さ
れ
て
お
り
、
厠
で
見
越
し
入
道
が
人
を
脅
か
す

と
い
い
、
大
晦
日
の
夜
に
厠
で
「
見
越
し
入
道
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
と
唱
え
る
と
見
越
し
入
道
が
現
れ
る
な
ど

と
い
わ
れ
て
い
る
』。『
中
国
の
巨
人
状
の
妖
怪
「
山
都
」
が
日
本
に
伝
わ
り
、
厠
神
（
便
所
の
神
）
と
混
同

さ
れ
た
結
果
、
こ
の
妖
怪
の
伝
承
が
発
祥
し
た
と
の
説
も
あ
る
』（「
山
都
」
に
つ
い
て
は
、
私
の
古
い
電
子

化
注
寺
島
良
安
の
「
和
漢
三
才
圖
會 

卷
第
四
十 

寓
類 

恠
類
」
に
あ
る
「
み
こ
し
入
道 

山
都
」
を
参

照
さ
れ
た
い
）。『
十
返
舎
一
九
に
よ
る
読
本
』「
列
国
怪
談
聞
書
帖
」
に
は
『「
が
ん
ば
り
入
道
」
と
題
し
た

以
下
の
話
が
あ
る
』。『
大
和
国
（
現
・
奈
良
県
）
で
、
淫
楽
に
取
り
つ
か
れ
た
男
が
、
一
族
の
者
に
性
癖
を

諌
め
ら
れ
た
た
め
に
剃
髪
し
て
山
中
の
小
屋
に
お
り
、
白
目
を
む
い
て
女
た
ち
を
見
張
る
の
で
、「
眼
張
（
が

ん
ば
り
）
入
道
」
と
あ
だ
名
さ
れ
て
い
た
』。『
あ
る
と
き
』、『
入
道
の
留
守
中
に
盗
賊
が
小
屋
に
忍
び
込
む

と
、
入
道
に
さ
ら
わ
れ
た
娘
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。
盗
賊
は
娘
を
哀
れ
ん
で
』、『
家
か
ら
連
れ
出
そ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
入
道
が
帰
っ
て
来
て
』、『
娘
を
帰
す
ま
い
と
し
た
の
で
、
盗
賊
は
入
道
を
殺
し
、
娘
を
親

元
に
帰
し
た
』。『
以
来
、
白
い
着
物
姿
の
入
道
の
霊
が
娘
の
家
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
親
が
娘
を
隠
す

と
、
入
道
は
娘
を
捜
し
て
村
中
の
家
、
馬
屋
、
便
所
を
狂
い
歩
き
、
村
人
た
ち
を
恐
れ
さ
せ
た
』。『
し
か
し

あ
る
晩
、
入
道
は
犬
に
噛
み
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
夜
が
明
け
る
と
、
そ
こ
に
は
白
い
着
物
を
ま
と
っ
た
キ

ツ
ネ
が
死
ん
で
い
た
。
人
々
は
笑
い
、
キ
ツ
ネ
が
入
道
を
真
似
た
挙
句
に
呆
気
な
い
最
期
を
遂
げ
た
と
言
い

合
っ
た
と
い
う
』
と
あ
る
。 

「
陶
侃
」
（
と
う
か
ん 

二
五
九
年
～
三
三
四
年
）
は
東
晋
初
期
の
名
将
。
鄱
陽 (
江
西
省) 

の
人
。
荊
州

刺
史
と
し
て
先
に
出
た
司
馬
睿
の
命
を
受
け
て
流
民
集
団
杜
弢

と

と

う

の
討
伐
に
当
た
っ
た
。
一
旦
、
広
州
刺
史
に

左
遷
さ
れ
た
が
、
後
に
再
び
荊
州
刺
史
と
な
っ
て
。「
蘇
峻
の
乱
」
の
平
定
に
功
が
あ
っ
た
。
東
晋
最
大
の

州
鎮
の
統
帥
と
し
て
大
き
な
勢
力
を
持
ち
、
長
沙
郡
公
と
な
り
、
在
任
の
ま
ま
没
し
た
。
彼
を
ど
う
し
て
も

注
し
た
か
っ
た
の
は
、
彼
の
曾
孫
が
、
か
の
名
詩
人
陶
淵
明
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

「
介
幘
」（
か
い
さ
く
）

髻
も
と
ど
り

を
覆
い
隠
し
て
髪
を
包
む
の
に
附
け
た
頭
巾
。 

「
庾
翼
」（
ゆ
よ
く 

三
〇
五
年
～
三
四
五
年
）
は
東
晋
前
期
の
政
治
家
・
武
将
・
書
家
。
潁
川
郡
鄢
陵
県

（
現
在
の
河
南
省
許
昌
市
鄢
陵
県
）
の
出
身
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
風
儀
に
優
れ
、
幼
く
し
て
経
綸

大
略
に
通
ず
る
と
評
さ
れ
』、『
後
に
南
蛮
校
尉
・
南
郡
太
守
・
輔
国
将
軍
と
叙
任
し
』、
三
四
〇
年
、『
都
督

江
荊
司
雍
梁
益
六
州
諸
軍
事
・
安
西
将
軍
・
』
荊
州
刺
史
と
な
り
、『
武
昌
に
鎮
し
た
。
庾
翼
は
領
地
の
地

方
都
に
ま
で
軍
令
を
行
き
届
か
せ
、
数
年
の
内
に
官
府
の
庫
や
人
民
た
ち
の
財
ま
で
も
充
実
さ
せ
る
な
ど
』、

『
良
政
を
敷
い
た
』
こ
と
か
ら
、『
黄
河
以
南
の
地
の
人
民
か
ら
支
持
を
得
た
と
い
う
』。
三
四
三
年
、『
後

趙
の
汝
南
郡
太
守
で
あ
る
戴
開
が
数
千
人
を
伴
っ
て
投
降
し
て
き
た
事
を
機
に
、
庾
翼
も
北
伐
の
大
志
を

抱
く
よ
う
に
な
り
、
前
燕
の
慕
容
皝
と
前
涼
の
張
駿
に
使
者
を
送
っ
て
期
が
来
れ
ば
同
調
し
て
起
兵
す
る

よ
う
求
め
た
。
ま
た
こ
れ
に
伴
っ
て
領
内
で
の
賦
役
を
強
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
広
州
の
海
道
の
人
を
百
姓

と
し
て
徒
民
さ
せ
た
』。『
康
帝
（
司
馬
岳
）
に
庾
翼
は
北
伐
を
上
表
し
、
加
え
て
鎮
を
対
後
趙
の
最
前
線
で

あ
る
襄
陽
へ
と
移
す
こ
と
へ
の
許
可
を
求
め
、
承
認
も
得
ぬ
う
ち
か
ら
六
州
か
ら
牛
や
驢
馬
を
徴
発
し
始

め
て
い
た
が
』、『
朝
廷
に
却
下
さ
れ
、
続
い
て
安
陸
へ
の
移
鎮
を
求
め
る
も
』
、『
こ
れ
も
却
下
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
行
動
を
車
騎
参
軍
の
孫
綽
に
諌
め
ら
れ
る
も
』、『
聞
く
耳
』
を
『
持
た
ず
、
夏
口
へ
と
勝
手
に
軍
団

を
移
動
さ
せ
て
再
度
襄
陽
へ
の
移
鎮
を
上
表
す
る
と
、
実
兄
の
庾
冰
や
桓
温
、
譙
王
司
馬
無
忌
ら
の
賛
成
に
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よ
っ
て
襄
陽
へ
の
移
鎮
が
承
認
さ
れ
、
都
督
征
討
諸
軍
事
（
後
に
征
西
将
軍
・
南
蛮
校
尉
も
追
加
）
と
な
り
、

庾
翼
の
代
わ
り
に
庾
冰
が
武
昌
へ
と
移
り
、
後
任
に
入
っ
た
』。
三
四
四
年
、『
庾
翼
は
桓
宣
に
後
趙
に
占
拠

さ
れ
て
い
た
樊
城
の
攻
略
を
命
じ
た
が
、
桓
宣
は
丹
水
の
戦
い
で
後
趙
の
李
羆
の
前
に
大
敗
を
喫
し
、
こ
れ

に
激
怒
し
た
庾
翼
は
桓
宣
を
建
威
将
軍
に
降
格
し
た
上
で
峴
山
へ
と
左
遷
し
た
。
同
年
中
に
成
漢
討
伐
に

周
撫
と
曹
璩
を
向
か
わ
せ
た
が
、
江
陽
で
李
桓
に
敗
れ
た
。
ま
た
』、
十
一
月
に
『
庾
冰
が
亡
く
な
る
と
』、

『
長
子
の
庾
方
之
に
襄
陽
の
守
備
を
任
せ
て
夏
口
へ
と
移
り
、
庾
冰
の
領
兵
を
自
ら
の
指
揮
下
に
置
き
、
朝

廷
か
ら
は
江
州
・
豫
州
刺
史
に
任
じ
ら
れ
た
が
』、『
豫
州
刺
史
は
辞
退
し
、
替
わ
り
に
楽
郷
へ
の
移
鎮
の
許

可
を
要
求
し
た
が
朝
廷
に
拒
否
さ
れ
た
』。
三
四
五
年
、『
背
中
の
疽
か
ら
に
わ
か
に
発
病
し
て
七
月
』『
に

亡
く
な
っ
た
。
享
年
』
四
十
一
で
あ
っ
た
。『
朝
廷
よ
り
車
騎
将
軍
を
追
贈
さ
れ
、
諡
号
は
粛
と
さ
れ
た
。

亡
く
な
っ
た
際
の
官
途
は
持
節
・
都
督
江
荊
司
梁
雍
益
寧
七
州
諸
軍
事
・
江
州
刺
史
・
征
西
将
軍
・
都
亭
侯
。

死
に
際
し
て
庾
翼
自
身
は
次
子
で
あ
る
庾
爰
之
を
後
継
に
望
ん
だ
が
、
宰
相
何
充
は
荊
州
の
戦
略
的
重
要

性
か
ら
能
力
の
あ
る
人
間
が
当
た
る
べ
き
職
務
で
あ
る
と
し
て
桓
温
を
後
任
に
据
え
、
庾
翼
の
持
っ
て
い

た
強
大
な
軍
権
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
桓
温
に
引
き
継
が
せ
た
』
と
あ
る
。
悪
性
の
腫
瘍
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う

の
は
、
厠
神
を
撃
っ
た
そ
れ
と
親
和
性
は
感
じ
ら
れ
る
。『
東
晋
国
内
で
は
書
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
り
「
故

史
従
事
帖
」
な
ど
の
作
が
あ
る
。
草
隷
に
優
れ
、
当
時
に
お
い
て
は
王
羲
之
と
並
ぶ
ほ
ど
の
人
気
が
あ
っ
た

と
い
う
』。『
桓
温
に
つ
い
て
は
若
年
』
の
時
か
ら
『
目
を
掛
け
て
お
り
、
明
帝
（
司
馬
紹
）
に
桓
温
を
推
挙

す
る
際
に
「
若
く
し
て
武
略
を
知
る
の
で
特
別
な
職
を
与
え
る
べ
き
」「
い
ず
れ
国
の
艱
難
を
救
う
」
と
評

し
た
』
と
い
う
。 

「
方
相
」
方
相

ほ
う
そ
う

氏し

。
本
来
は
中
国
周
代
の
官
名
。
宮
中
に
あ
っ
て
年
末
の
大
切
な
追
儺

つ

い

な

の
節
会
に
於
い
て
、

悪
鬼
を
追
い
払
う
役
を
担
当
し
た
。
黄
金
の
四
つ
目
の
仮
面
を
被
り
、
黒
い
衣
に
朱
の
裳 

を
着
し
、
矛
と

盾
を
持
っ
て
、
内
裏
の
四
方
の
門
を
回
っ
て
は
鬼
を
追
い
出
し
た
。
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
「
方
相
氏
」
を
リ

ン
ク
さ
せ
て
お
く
。 

「
歲
時
記
」
六
朝
時
代
（
二
二
二
年
～
五
八
九
年
）
の
荊
楚
（
現
在
の
湖
北
・
湖
南
省
）
地
方
の
年
中
行
事

や
風
俗
を
記
録
し
た
梁
の
宗
懍

そ
う
り
ん

の
撰
に
な
る
「
荊
楚
歳
時
記
」
か
。
六
世
紀
半
ば
頃
の
成
立
。 

「
異
錄
傳
」
不
詳
。
前
蜀
（
九
〇
七
年
～
九
二
五
年
）
の
杜
光
庭
撰
の
志
怪
小
説
集
「
錄
異
記
」
か
。
但
し
、

以
下
の
話
は
東
晋
の
政
治
家
・
文
人
干
宝
（
？
～
三
三
六
年
）
の
知
ら
れ
た
志
怪
小
説
集
「
搜
神
記
」
に
後

半
を
除
く
と
、
概
ね
同
型
話
で
載
る
も
の
で
あ
る
。 

「
廬
陵
」
江
西
省
。 

「
歐
明
」（
お
う
め
い
）
不
詳
。 

「
彭
澤
湖
」（
ほ
う
た
く
こ
）
現
在
の
江
西
省
に
あ
る
鄱は

陽よ
う

湖
。
こ
こ
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。 

「
禪
衣
」
僧
衣
で
よ
い
。 

「
靑
湖
君
」「
搜
神
記
」
で
は
「
靑
洪
君
」。 

「
如
願
」
語
と
し
て
は
「
願
い
事
が
叶
う
」
の
意
。 

「
婢
」
侍
女
。 

「
後
の
正
旦

ぐ
わ
ん
た
ん

、
如
願
、
晚お

そ

く
起
く
る
に
、
明
、
醉
ひ
て
之
れ
を
撻う

つ
。
糞
壤
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
堆
肥
置

き
場
。
］
の
中
に
走
り
て
入
り
て
見
え
ず
。
今
人
、
正
旦
に
繩
を
以
つ
て
偶
人
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
傀
儡

く

ぐ

つ

。

人
形
。］
に
繋
び
、
糞
壤
の
中
に
投
じ
、『
願
ひ
の
ご
と
く
な
ら
し
め
よ
』
と
云
ふ
は
、
此
れ
を
以
つ
て
な
り
」

こ
の
部
分
は
「
搜
神
記
」
に
は
な
く
、「
神
婢
」
の
「
如
願
」
が
「
厠
神
」
ら
し
き
も
の
に
な
っ
た
由
来
譚
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と
し
て
形
成
さ
れ
て
あ
る
。
し
か
し
、
何
故
に
元
旦
に
如
願
が
寝
坊
し
た
の
か
が
、
明
ら
か
で
な
く
、
後
の

風
俗
と
し
て
、
何
故
、
繩
で
傀
儡
を
縛
り
、
肥
溜
め
の
中
に
投
じ
、「
願
い
の
通
り
に
な
ら
し
め
よ
」
と
呪

文
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
っ
た
、
核
心
部
分
が
、
孰
れ
も
上
手
く
繋
が
ら
ず
、
そ
こ
に
こ
そ
超
自
然

の
因
果
を
感
じ
さ
せ
は
す
る
も
の
の
、
私
に
は
や
は
り
、
竹
で
鼻
を
括
っ
た
よ
う
な
納
得
出
来
な
い
不
快
感

が
感
じ
ら
れ
る
。
酔
っ
て
や
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
成
し
て
し
ま
い
、
幸
福
が
永
遠
に
去
る
と
い
う
の
は
、

神
話
に
於
け
る
禁
忌
シ
ス
テ
ム
の
発
動
で
は
あ
る
の
だ
が
。 

「
平
賀
鳩
溪
實
記
」
「
鳩
溪
」
は
平
賀
源
内
（
享
保
一
三
（
一
七
二
八
）
年
～
安
永
八
（
一
七
八
〇
）
年
）

の
号
。
竹
窓
櫟
齋

ち
く
そ
う
れ
き
さ
い

な
る
不
詳
の
人
物
に
よ
る
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
頃
に
書
か
れ
た
源
内
の
実
録
伝
奇
風

の
読
物
。
そ
の
「
卷
一
」
の
「
三
井
八
郞
右
衞
門
源
内
へ
對
面
の
事
」
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
画
像
の
こ
ち
ら
（
写
本
。
標
題
は
「
平
賀
實
記
」）
か
ら
読
め
る
。
遊
女
白
糸
を
請
け
出
し
て

三
井
八
郎
右
衛
門
（
か
の
三
井
家
総
領
家
で
あ
る
北
家
の
当
主
が
代
々
名
乗
っ
た
名
）
に
恩
を
売
っ
た
と
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
本
書
は
実
録
性
が
疑
わ
れ
て
い
る
。
自
制
的
に
は
三
井
家
四
代
目
当
主

代
三
井
高
美

た
か
よ
し

（
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
～
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
）
と
な
ろ
う
。
熊
楠
の
引
用
は
こ
こ

の
左
頁
五
行
目
か
ら
で
、
重
大
な
箇
所
「
凡
そ
富
貴
人
と
申
す
は
泉
州
岸
和
田
に
住
居
致
す
飯
の
彌
三
郞
と

三
井
計
と
存
ず
る
也
」
こ
こ
の
右
頁
の
三
～
四
行
目
に
現
わ
れ
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
「
泉
州
岸
和
田
」
の

「
飯
の
彌
三
郞
」
は
如
何
な
る
人
物
か
具
体
的
に
は
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
見
当
た
ら
な
い
。【
二
〇
二
一

年
三
月
三
日
追
記
】
私
の
各
種
の
テ
ク
ス
ト
注
に
対
し
て
、
い
つ
も
情
報
を
頂
戴
す
る

T

氏
よ
り
、
こ
れ

は
「
平
賀
鳩
溪
實
記
」
や
南
方
熊
楠
の
表
記
に
問
題
が
あ
り
、
こ
の
当
時
は
（
後
述
す
る
）「
食
野
」（
め
し
の
）

で
あ
っ
た
と
御
指
摘
を
受
け
た
。
ウ
ィ
キ
の
「
食
野
家
」（
め
し
の
け
）
に
よ
れ
ば
、
食
野
家
は
、
江
戸
『
中

期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
和
泉
国
日
根
郡
佐
野
村
（
現
在
の
大
阪
府
泉
佐
野
市
）
を
拠
点
と
し
て
栄
え
た
豪
商

の
一
族
。
北
前
船
に
よ
る
廻
船
業
や
商
業
を
行
う
ほ
か
、
大
名
貸
や
御
用
金
な
ど
の
金
融
業
も
行
い
、
巨
財

を
築
い
た
。 

屋
号
は
「
和
泉
屋
」。
同
じ
く
同
地
で
栄
え
た
唐
金
家
（
か
ら
か
ね
け
）
と
と
も
に
、
江
戸
時

代
の
全
国
長
者
番
付
「
諸
国
家
業
じ
ま
ん
」
で
も
上
位
に
記
さ
れ
て
い
る
』
。『
食
野
家
の
出
自
は
、
楠
木
正

成
の
子
孫
の
大
饗
（
お
お
あ
え
）
氏
。
初
代
正
久
の
と
き
に
武
士
か
ら
廻
船
業
に
乗
り
出
し
た
と
さ
れ
て
い

る
』。「
食
野
家
系
譜
」
な
ど
の
『
資
料
に
よ
る
と
、
食
野
家
の
廻
船
業
は
西
回
り
航
路
が
開
か
れ
て
北
前
船

が
天
下
の
台
所
に
入
港
す
る
』
十
七
『
世
紀
後
半
に
は
』、
百
『
隻
近
い
船
を
所
有
し
て
全
国
市
場
に
進
出

す
る
な
ど
』、『
大
い
に
発
展
し
た
。
大
坂
か
ら
出
航
す
る
と
き
は
木
綿
、
綿
実
や
菜
種
油
な
ど
を
運
び
、
奥

州
か
ら
の
帰
り
に
は
米
や
ニ
シ
ン
や
干
鰯
（
ほ
し
か
）
な
ど
を
運
ぶ
な
ど
し
て
、
廻
船
業
や
大
名
貸
し
な
ど

で
巨
財
を
築
き
、
大
豪
商
と
な
っ
た
。』。『
摂
津
国
西
成
郡
春
日
出
新
田
（
現
在
の
大
阪
市
此
花
区
春
日
出

中
）
を
入
手
し
、
さ
ら
に
西
道
頓
堀
川
付
近
、
幸
町
や
南
堀
江
一
帯
に
家
屋
倉
庫
を
所
有
し
た
ほ
か
、
本
拠

で
あ
る
佐
野
村
で
は
豪
壮
な
邸
宅
と
海
岸
沿
い
の
道
路
の
両
側
に
「
い
ろ
は
四
十
八
蔵
」
と
呼
ば
れ
た
大
小

数
十
の
倉
庫
群
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、
現
在
の
泉
佐
野
駅
か
ら
浜
側
一
帯
が
貝
塚
寺
内
や
岸
和
田
城
下
を

凌
ぐ
「
佐
野
町
場
（
さ
の
ま
ち
ば
）」
と
し
て
栄
え
る
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
。
岸
和
田
藩
で
は
藩
札
の
札

元
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
唐
金
家
と
と
も
に
同
藩
の
財
政
を
支
え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
』
。

宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
年
に
は
『
鴻
池
家
、
三
井
家
、
加
島
屋
な
ど
』
の
『
名
だ
た
る
富
豪
と
並
ん
で
同

額
の
御
用
金
を
受
け
』、
文
化
三 

（
一
八
〇
六
）
年
に
は
『
三
井
家
と
と
も
に
本
家
が
』
三
『
万
石
、
分
家

が
』
一
『
万
石
の
買
米
を
命
じ
ら
れ
た
。
大
名
貸
し
で
は
岸
和
田
藩
は
も
ち
ろ
ん
』、『
尾
張
徳
川
家
・
紀
州

徳
川
家
な
ど
』、
実
に
『
全
国
の
約
』
三
十
『
藩
に
』
四
百
『
万
両
と
も
い
わ
れ
る
多
額
の
資
金
を
用
立
て

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536595/17
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536595/17
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536595/17
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536595/17
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https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536595/20
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https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536595/20
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536595/21
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た
』。
し
か
し
、『
そ
の
後
、
幕
末
に
は
廻
船
業
が
停
滞
し
た
こ
と
や
、
廃
藩
置
県
で
大
名
へ
の
莫
大
な
貸
金

が
ほ
と
ん
ど
返
金
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
家
人
の
放
蕩
な
ど
に
よ
り
』、『
一
気
に
没
落
に
至
り
、
同
家
は
同

地
に
現
存
し
て
い
な
い
。
屋
敷
跡
は
』
弘
化
元
・
二
（
一
八
四
五
）
年
に
『
佐
野
村
が
買
収
し
、
現
在
の
泉

佐
野
市
立
第
一
小
学
校
と
な
っ
て
お
り
、
松
の
木
と
井
戸
枠
、
石
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
』、『
い
ろ
は

四
十
八
蔵
も
海
岸
筋
に
』
八
『
棟
が
現
存
し
て
い
る
』。『
末
裔
に
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
食
野
亮
太
郎
が
い

る
』。『
食
野
家
の
当
時
の
発
展
ぶ
り
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
』。
例
え
ば
、『
地
元
の
盆

踊
り
（
佐
野
く
ど
き
）
で
は
「
加
賀
国
の
銭
屋
五
兵
衛
か
和
泉
の
メ
シ
か
」
と
唄
わ
れ
て
』
お
り
、『
大
名

貸
し
を
し
て
い
た
紀
州
藩
で
は
、
参
勤
交
代
の
往
復
に
紀
州
公
が
食
野
家
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
わ
れ
、
ざ
れ

歌
で
「
紀
州
の
殿
さ
ん
な
ん
で
佐
野
こ
わ
い
、
佐
野
の
食
野
に
借
り
が
あ
る
」
と
唄
わ
れ
た
』。
ま
た
、『
食

野
の
当
主
（
佐
太
郎
を
世
襲
）
が
、
に
わ
か
雨
で
雨
宿
り
し
た
紀
州
公
の
家
来
』
一
千
『
人
を
』、『
と
り
あ

え
ず
』、
飯
櫃
（
め
し
び
つ
）『
に
残
っ
て
い
た
冷
や
飯
で
ま
か
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
佐
太
郎
」
は
冷
や
飯

の
代
名
詞
と
さ
れ
、
川
柳
に
「
佐
太
郎
を
三
度
い
た
だ
く
居
候
」
や
「
佐
太
郎
は
茶
金
の
上
に
腰
を
掛
け
」

な
ど
唄
わ
れ
た
』
と
い
う
。
ま
た
、『
井
原
西
鶴
の
』「
日
本
永
代
蔵
」
に
は
、『
唐
金
家
と
と
も
に
モ
デ
ル

と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。（
同
作
品
中
に
』
は
『
食
野
家
の
所
有
す
る
千
石
船
「
大
通
丸
」
を
も
じ
っ

た
「
神
通
丸
」
が
登
場
す
る
』。『
上
方
落
語
「
莨
（
た
ば
こ
）
の
火
」
に
、
気
前
の
い
い
お
大
尽
「
食
（
め

し
）
の
旦
那
」
と
し
て
実
名
登
場
す
る
』
と
あ
る
。
ま
た
、
T

氏
は
、「
国
文
学
研
究
資
料
館
（
歴
史
資
料
）

和
泉
国
日
根
郡
佐
野
村
食
野
家
文
書
」（
大
永
二
（
一
五
二
二
）
年
～
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
）
の
書
誌

デ
ー
タ
も
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、『
佐
野
村
は
現
泉
佐
野
市
の
北
西
端
に
位
置
し
、
北
は

大
阪
湾
に
面
す
る
大
村
で
』、『
和
泉
九
カ
浦
の
中
で
最
も
繁
栄
し
』
、『
特
に
食
野
家
と
唐
金
家
は
廻
船
業
と

大
名
貸
で
財
を
な
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。
食
野
家
の
初
代
多
右
衛
門
正
久
は
、
大
饗
二
郎
左
衛
門
正
虎

か
ら
分
か
れ
、
故
が
あ
っ
て
大
饗
の
姓
を
食
と
改
め
、
武
を
捨
て
て
商
家
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
』。

「
食
野
」
は
こ
の
文
書
の
初
期
の
そ
れ
に
あ
っ
て
は
、「
め
し
」・「
食
」
で
あ
っ
て
、
本
文
書
群
の
中
で
は
元

禄
か
ら
享
保
（
一
六
八
八
～
一
七
三
四
年
）
頃
か
ら
「
食
野
」
と
な
っ
て
い
る
。『
食
野
家
の
存
在
を
示
す
最

も
古
い
文
書
は
売
券
』（
ば
い
け
ん
・
う
り
け
ん
：
売
り
渡
し
証
文
。
沽
券
）
で
、
天
正
一
五
（
一
五
八
七
）

年
八
月
附
の
も
の
で
、
売
却
先
を
『「
め
し
左
太
郎
」』
と
記
し
、
元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
五
月2

8

日
附

の
そ
れ
で
は
、『
十
良
大
夫
』
な
る
人
物
が
『
屋
敷
地
を
』『「
め
し
二
良
左
衛
門
尉
」
に
売
却
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
天
正
年
間
か
ら
佐
野
に
住
居
し
、
土
地
集
積
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
食
野
家
は
』

十
七
『
世
紀
後
半
に
は
全
国
市
場
に
進
出
し
て
活
躍
す
る
が
、
そ
の
活
動
資
金
が
ど
の
よ
う
に
蓄
積
さ
れ
た

か
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
全
盛
期
の
主
業
は
廻
船
業
と
大
名
貸
で
、
こ
の
富
を
背
景
に
し
て
』、
享
保

七
（
一
七
二
二
）
年
に
『
大
坂
春
日
出
新
田
を
入
手
し
、
さ
ら
に
西
道
頓
堀
付
近
、
幸
町
、
堀
江
一
帯
に
わ

た
っ
て
家
屋
倉
庫
を
所
有
し
て
い
る
。
本
拠
で
あ
る
佐
野
に
お
い
て
も
』
、『
富
を
象
徴
す
る
豪
壮
な
邸
宅
と

海
岸
に
沿
う
道
路
の
両
側
に
「
い
ろ
は
四
十
八
蔵
」
を
建
て
た
』
。『
一
方
で
』
、『
岸
和
田
藩
と
の
関
係
も
密

接
で
、
藩
札
の
札
元
に
任
命
さ
れ
て
い
る
し
、
藩
財
政
を
支
え
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
幕
末

に
な
る
と
食
野
家
は
廻
船
業
の
停
滞
と
、
大
名
貸
の
焦
げ
付
き
が
原
因
と
な
っ
て
急
速
に
衰
退
す
る
』
と
あ

る
。
則
ち
、
同
家
は
姓
と
し
て
、
戦
国
末
期
に
は
「
め
し
」
を
、
元
禄
頃
か
ら
は
「
食
野
」
を
使
っ
た
こ
と
が

判
る
。

T

氏
は
他
に
も
、
泉
佐
野
市
立
中
央
図
書
館
の
「
い
ず
み
さ
の
な
ん
で
も
百
科
」
の
「
食
野
家
」

と
、「
新
庄
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
内
の
「
諸
国
家
業
じ
ま
ん
」
番
付
表
の
画
像
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
。

前
者
に
は
、『
本
家
は
幼
名
佐
太
郎
、
次
郎
左
衛
門
を
襲
名
。
分
家
は
吉
左
衛
門
を
名
乗
り
』、『
食
野
家
は
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楠
木
氏
の
子
孫
で
室
町
時
代
中
頃
に
は
す
で
に
佐
野
に
住
ん
で
い
た
』
ら
し
く
、『
大
饗
（
お
お
あ
え
）
氏

を
名
乗
っ
て
い
』『
た
が
、
初
代
正
久
の
と
き
に
』『
食
を
名
乗
り
、
武
士
を
捨
て
』、『
廻
船
業
に
乗
り
出
し
』

た
と
し
、『
食
の
姓
は
い
つ
し
か 

通
り
が
い
い
食
野
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
』
、『
江
戸
時
代
中
期
の
』

宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
年
に
は
『
鴻
池
、
三
井
、
加
島
屋
な
ど
名
だ
た
る
富
豪
と
並
ん
で
同
額
の
御
用
金

を
受
け
、
後
期
の
』
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
に
は
『
三
井
と
と
も
に
本
家
が
』
三
『
万
石
、
分
家
が
』
一

『
万
石
の
買
米
』（
か
い
ま
い
：
米
価
引
き
上
げ
な
ど
の
目
的
か
ら
幕
府
・
諸
藩
が
大
名
や
市
中
の
商
人
に

米
の
買
い
つ
け
を
命
じ
た
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
米
。
幕
府
や
藩
自
身
が
買
い
取
る
場
合
も
あ
っ
た
）『
を
命

じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
』、『
食
野
家
の
当
時
の
発
展
ぶ
り
は
「
加
賀
の
銭
屋
か
和
泉
の
メ
シ
か
」
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
で
、
佐
野
く
ど
き
に
も
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
唄
い
こ
ま
れ
て
い
』
る
と
あ
る
。
後
者
の
「
諸
国
家
業
じ

ま
ん
」
番
付
表
で
は
、
東
の
大
関
（
当
時
は
横
綱
は
な
い
の
で
最
高
位
）
に
「
三
ツ

井
八
郎
右
ヱ
門
」
が
、

西
の
大
関
に
「
飯
野
佐
太
郎
」
と
記
さ
れ
て
あ
る
の
が
見
ら
れ
る
。
い
つ
も
乍
ら
、

T

氏
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。 

「
倭
漢
三
才
圖
會
八
一
に
白
澤
圖
云
、…

…

」
同
書
の
「
厠
」
の
項
を
所
持
す
る
原
本
か
ら
以
下
に
訓
読
し

て
示
す
。「【
音 

】」
の
実
際
の
漢
字
が
欠
字
な
の
は
総
て
同
じ
。
一
部
の
読
み
や
送
り
仮
名
は
私
が
推
定

で
附
し
た
。
字
の
大
小
は
無
視
し
た
。 

 
 

 

＊ 

か
は
や 

 
 

 
 

 

圂
【
音 

】 

溷
【
音 

】 

 

せ
つ
ち
ん 

 
 

 

圊
【
音 

】 

偃
【
音 

】 

厠
【
音
差
】 

 
 

 
 

和
名
「
加
波
夜
」。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

俗
云
雪
隱 

ツ
ア
ヽ 

「
說
文
」
に
徐
氏
が
云
は
く
、「
廁
、
古
へ
之
れ
を
『
清
』
と
謂
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
其
の
不
潔
、
常
に

當
に
清
く
之
れ
を
除
く
べ
き
を
以
つ
て
な
り
。 

「
白
澤
圖
」
に
云
は
く
、「
厠
の
精
を
倚い

と
名
づ
く
。
靑
衣
を
著き

、
白
き
杖
を
持
つ
。
其
の
名
を
知
り
て
之

れ
を
呼
べ
ば
、
除
く
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
姿
を
隠
す
。］。
其
の
名
を
知
ら
ず
し
て
之
れ
を
呼
べ
ば
、
則
ち
、

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
声
に
出
し
て
呼
ん
で
し
ま
っ
た
そ
の
人
間
は
。］
死
す
。
又
、
云
は
く
、
室
を
築
け
ば

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
新
築
し
た
家
の
廁
に
は
。］、
三
年
、
其
の
中
に
居
ら
ず
。
人
を
見
る
と
き
は
、
則
ち
、

面
お
も
て

を
掩お

ほ

ひ
、
之
れ
を
見
れ
ば
、
福
、
有
り
。」
と
。 

「
居
家
必
用
」
に
云
は
く
、「
厠
の
神
【
姓
は
】、
廓
、【
名
は
】、
登
、
是
れ
、『
庭
天
飛
騎
大
殺
將
軍
』
な

り
。
觸
れ
犯
す
べ
か
ら
ず
。
能
く
灾さ

い

福ふ
く

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
灾
」
は
「
災
」
の
異
体
字
。］
を
賜
ふ
。
」
と
。 

「
五
雜
爼
」
に
云
は
く
、「
今
、
大
江
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
長
江
。］
よ
り
北
の
人
家
、
復
た
厠
を
作
ら
ず
。

但
し
、
江
南
は
廁
を
作
り
て
、
皆
、
以
つ
て
、
農
夫
と
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
人
糞
を
。］
交
易
す
れ
ば
な
り
。

江
北
に
は
水
田
無
き
故
、
糞
、
用
い
る
所
、
無
し
。
其
れ
、
地
上
に
乾
く
を
、
然
る
の
後の

ち

、
土
に
和
し
て
、

以
っ
て
田
に
漑そ

ゝ

ぐ
。
京
師

み

や

こ

に
は
、
則
ち
、
溝
の
中
に
停と

ゞ

め
て
、
春
を
俟ま

ち
て
後の

ち

、
之
れ
を
發あ

ば

き
、
日
中
に
暴さ

ら

す
。
其
の
穢
氣

を

き

、
近
づ
く
べ
か
ら
ず
。」
と
。 

 
 

 

＊ 

『「
鄕
土
硏
究
」
一
卷
七
號
な
る
「
南
方
隨
筆
」
に
擧
た
り
』
既
に
注
し
た
通
り
、
こ
れ
は
後
の
「
續
南
方

隨
筆
」（
本
書
（
五
月
刊
）
と
同
じ
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
十
一
月
に
同
じ
岡
書
院
か
ら
出
版
）
の
中

https://www.shinjo-archive.jp/2017200050-2/
https://www.shinjo-archive.jp/2017200050-2/
https://www.shinjo-archive.jp/2017200050-2/
https://www.shinjo-archive.jp/2017200050-2/


で
単
発
初
出
な
ど
を
総
括
し
た
「『
鄕
土
硏
究
』
一
至
三
號
を
讀
む
」
の
一
節
に
あ
る
「
呼
名
の
靈
」
で
、
こ

れ
は
『
鄕
土
硏
究
』
三
号
の
一
五
八
頁
に
載
る
桜
井
秀
氏
の
論
考
「
呼
名
の
靈
」
に
対
す
る
熊
楠
お
得
意
の

触
発
さ
れ
た
追
加
論
考
で
あ
る
。
こ
れ
は
半
世
界
的
に
神
話
・
伝
説
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
「
言
上
（
こ
と

あ
）
げ
」
の
先
に
名
指
し
た
も
の
が
勝
つ
タ
イ
プ
の
先
手
必
勝
型
の
「
名
指
し
」
＝
「
見
切
り
」
型
の
そ
れ
に

つ
い
て
の
事
例
で
あ
る
。
私
は
本
書
の
電
子
化
注
の
後
に
「
續
南
方
隨
筆
」
に
取
り
掛
か
る
予
定
で
あ
る
（
何

時
に
な
る
か
判
ら
ぬ
が
）。
今
、
読
ま
れ
た
い
方
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
の

こ
ち
ら
か
ら
読
め
、「
万
葉
文
庫
」
の
こ
ち
ら
で
一
九
七
一
平
凡
社
刊
「
南
方
熊
楠
全
集
第
二
巻
」
の
新
字
新

仮
名
に
変
え
た
電
子
化
本
文
が
読
め
る
。 

「
酒
井
忠
一
子
」「
子
」
は
子
爵
の
意
。
伊
勢
崎
藩
九
代
藩
主
で
子
爵
酒
井
忠
彰
の
子
（
次
男
以
下
）。
生
没

年
未
詳
。 

「
ツ
イ
ト
ン
ガ
島
」
南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
約
百
七
十
の
島
群
か
ら
な
る
ト
ン
ガ
王
国
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・

デ
ー
タ
）
。
イ
ギ
リ
ス
連
邦
加
盟
国
の
一
つ
。
オ
セ
ア
ニ
ア
の
う
ち
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
属
し
、
サ
モ
ア
の
南
、

フ
ィ
ジ
ー
の
東
に
位
置
し
、
首
都
の
ヌ
ク
ア
ロ
フ
ァ
は
最
大
の
島
ト
ン
ガ
タ
プ
島
に
あ
る
。
サ
イ
ト
「
ポ
リ

ネ
シ
ア
の
神
話
・
伝
説
」
の
「
ト
ン
ガ
の
島
々
と
人
々
の
起
源
（
ト
ン
ガ
）」
に
よ
れ
ば
、
本
来
、
こ
の
「
ツ

イ
・
ト
ン
ガ
」
と
は
『
ト
ン
ガ
の
聖
な
る
人
々
の
系
譜
』
を
意
味
す
る
と
い
う
。
そ
の
興
味
深
い
創
世
神
話

が
リ
ン
ク
先
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
、
読
ま
れ
た
い
。 

「
得
脫
」
生
死
の
境
を
脱
し
て
永
遠
の
神
の
世
界
の
存
在
と
な
る
こ
と
。
仏
教
用
語
の
転
用
。 

「W
aitz u

n
d
 G

erlan
d
, `G

esch
ich

te d
er N

atu
rv

ö
lk

er,` B
an

d
 6

, s. 3
2
9
, L

eip
zig

, 1
8

7
2

」
ド
イ
ツ
の
心
理

学
者
・
人
類
学
者
フ
ラ
ン
ツ
・
テ
オ
ド
ー
ル
・
ワ
イ
ツ
（F

ran
z T

h
eo

d
o
r W

aitz 
一
八
二
一
年
～
一
八
六

四
年
）
と
、
ド
イ
ツ
の
地
理
学
者
ゲ
オ
ル
ク
・
コ
ー
ネ
リ
ア
ス
・
カ
ー
ル
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
（G

eo
rg

 C
o
rn

eliu
s 

K
arl G

erlan
d
 

一
八
三
三
年
～
一
九
一
九
年
）
の
共
著
に
な
る`A

n
th

ro
p
o
lo

g
ie d

er N
atu

rv
ö

lk
er` 

（「
原

始
人
人
類
学
」。
全
六
巻
で
実
際
の
著
者
は
ワ
イ
ツ
。
一
八
五
九
～
年
一
八
六
四
年
刊
。
第
五
・
六
巻
を
ガ

ー
ラ
ン
ド
が
ワ
イ
ツ
の
死
後
に
編
集
し
た
も
の
）
の
第
六
巻 

`D
ie V

ö
lk

er d
er S

ü
d
see. 3

. A
b
t. D

ie 

P
o
ly

n
esier, M

elan
esier, A

u
stralier u

n
d
 T

asm
an

ier.`

（「
南
洋
の
人
々
」
第
三
部
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
こ
れ

は
第
五
巻
か
ら
の
続
い
た
も
の
で
あ
る
。］「
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
・
メ
ラ
ネ
シ
ア
人
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
・
タ

ス
マ
ニ
ア
人
」）。
ド
イ
ツ
語
が
読
め
る
方
は
、`In

tern
et arch

iv
e` 

の
こ
ち
ら
で
同
六
巻
の
全
原
本
が
あ
る

（
一
八
七
二
年
版
）。 

「
ク
マ
ラ
」。
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
ペ
ル
ー
熱
帯
地
方
原
産
地
と
さ
れ
る
、
ナ
ス
目
ヒ
ル
ガ
オ
科
サ
ツ
マ
イ

モ
属
サ
ツ
マ
イ
モ 

Ip
o
m

o
ea

 b
a
ta

ta
s 

の
南
洋
一
帯
で
の
呼
称
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
は
十
『
世
紀
頃
に
伝
播
し
、「
ク
マ
ラ
」（k

u
m

ara

）
の
名
称
で
広
く
消
費
さ
れ
て
い
る
。

西
洋
人
の
来
航
前
に
』、『
既
に
ポ
リ
ネ
シ
ア
域
内
で
は
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
た
た
め
、
古
代
ポ
リ
ネ
シ
ア
人

は
南
米
ま
で
の
航
海
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
』
と
あ
る
。 

「
其
事
、
書
紀
卷
一
、
伊
弉
册
尊
已
に
黃
泉
之
竈
（
よ
も
つ
へ
ぐ
ひ
）
し
て
此
世
に
還
る
を
得
ず
、
伊
弉
諾

尊
之
を
見
て
黃
泉
よ
り
逃
出
る
を
、
醜
女
八
人
追
け
れ
ば
、
尊
黑
鬘
と
湯
津
爪
櫛
を
投
て
葡
萄
と
筍
を
化
成

し
、
醜
女
之
を
食
ふ
間
に
泉
津
平
坂
に
到
り
玉
へ
え
る
に
似
た
り
」
私
の
好
き
な
「
呪
的
逃
走
（
呪
物
投
擲

逃
走
）」
シ
ス
テ
ム
の
起
動
を
示
す
、
本
邦
の
神
話
の
最
初
の
出
現
で
あ
る
。「
小
泉
八
雲 

神
國
日
本 

戸
川

明
三
譯 

附
原
文 

附
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
（
１
８
） 

神
道
の
發
達
（
Ⅰ
）」
の
私
の
注
で
訓
読
文
を
示
し
て
あ
る

の
で
、
是
非
、
読
ま
れ
た
い
。
ま
た
、
本
神
話
や
熊
楠
の
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
西
洋
の
類
型
譚
に
つ
い
て

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/981768/153
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/981768/153
http://kiebine2007.amearare.com/minakata2.htm
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%88%E3%83%B3%E3%82%AC/@-15.7292461,176.4233453,3.75z/data=!4m5!3m4!1s0x7193b644bb9fd01d:0xf36dcccac55ee2a9!8m2!3d-21.178986!4d-175.198242
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%88%E3%83%B3%E3%82%AC/@-15.7292461,176.4233453,3.75z/data=!4m5!3m4!1s0x7193b644bb9fd01d:0xf36dcccac55ee2a9!8m2!3d-21.178986!4d-175.198242
https://www.google.com/maps/place/%E3%83%88%E3%83%B3%E3%82%AC/@-15.7292461,176.4233453,3.75z/data=!4m5!3m4!1s0x7193b644bb9fd01d:0xf36dcccac55ee2a9!8m2!3d-21.178986!4d-175.198242
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は
、
福
島
秋
穗
氏
の
論
文
「
記
紀
に
載
録
さ
れ
た
呪
物
投
擲
逃
走
譚
に
つ
い
て
」（『
国
文
学
研
究
』
一
九
七
九

年
十
月
発
行
。「
早
稲
田
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
の
こ
ち
ら
でP

D
F

で
ダ
ウ
ウ
・
ロ
ー
ド
出
来
る
）
が
優
れ
て

い
る
。
必
読
！ 

「
梁
の
慧
皎
の
高
僧
傳
」
中
国
南
朝
梁
の
僧
慧
皎
（
四
九
七
年
～
五
五
四
年
）
の
撰
に
な
る
し
た
中
国
へ
の

伝
来
以
来
、
後
漢
（
西
暦
六
七
年
）
か
ら
梁
の
西
暦
五
一
九
年
ま
で
の
四
百
五
十
三
年
間
に
及
ぶ
期
間
の
高

僧
二
百
五
十
七
名
及
び
附
伝
す
る
二
百
四
十
三
名
か
ら
成
る
壮
大
な
伝
記
で
あ
る
。
高
僧
の
伝
記
を
集
め

た
も
の
。「
梁
高
僧
傳
」「
梁
傳
」
と
も
呼
ぶ
。
全
十
四
巻
。
五
一
九
年
成
立
。
当
該
ウ
ィ
キ
に
よ
れ
ば
、『
慧

皎
以
前
に
も
、
梁
の
宝
唱
撰
の
「
名
僧
伝
」
の
よ
う
に
数
種
の
僧
伝
が
既
に
存
在
し
て
い
た
が
、
慧
皎
は
、

そ
れ
ら
先
行
す
る
類
書
の
編
集
方
針
に
満
足
で
き
ず
、
自
ら
新
た
に
「
高
僧
伝
」
を
撰
し
よ
う
と
思
い
立
っ

た
と
、
巻
末
に
収
め
ら
れ
る
自
序
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
名
僧
伝
」
等
は
、
世
間
で
有

名
な
僧
、
あ
る
い
は
著
名
な
僧
の
伝
記
を
集
め
て
い
る
。
し
か
し
、
仏
教
の
教
え
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
た

と
え
無
名
で
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
れ
た
僧
、
高
僧
は
居
る
筈
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
僧
の
伝
記
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
の
を
恐
れ
て
、「
高
僧
伝
」
と
い
う
名
を
立
て
、
ま
た
、
そ
の
観
点
か
ら
見
て
相
応
し
い
と
判
断
し
た

僧
の
伝
記
を
収
録
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
』。
以
下
の
当
該
部
は
、「
中
國
哲
學
書
電
子
化
計
劃
」
の
こ
こ
か

ら
影
印
本
で
原
本
が
読
め
る
。
第
八
卷
の
「
齊
蜀
齊
后
山
釋
玄
暢
」
で
あ
る
。 

「
劉
宋
」
南
北
朝
時
代
の
劉
宋
（
四
二
〇
年
～
四
七
九
年
）。 

「
釋
玄
暢
」
北
方
の
著
名
な
高
僧
玄
高
の
弟
子
で
、
師
に
従
っ
て
平
城
に
行
く
が
、
こ
こ
あ
る
通
よ
う
に
北

魏
の
太
武
帝
が
仏
教
を
弾
圧
し
て
、
滅
法
を
行
っ
た
際
に
は
劉
宋
に
逃
げ
込
ん
で
い
る
。
彼
は
三
論
・
華
厳

に
通
じ
て
お
り
、「
法
華
文
句
」
の
中
に
も
、
そ
の
名
が
見
え
る
（
以
上
は
信
頼
出
来
る
複
数
の
仏
教
論
文

に
拠
っ
た
）。 

「
幽
」
幽
州
。
漢
代
に
設
置
さ
れ
た
そ
れ
は
現
在
の
河
北
省
・
遼
寧
省
・
北
京
市
・
天
津
市
を
中
心
と
す
る

地
域
に
当
た
る
。 

「
冀
」
冀
州

き
し
ゅ
う

。
現
在
の
山
西
・
遼
寧
・
河
北
・
北
京
・
天
津
・
フ
フ
ホ
ト
（
呼
和
浩
特
）・
ウ
ラ
ン
チ
ャ
ブ

（
烏
蘭
察
布
）
な
ど
、
七
つ
の
省
市
に
分
属
す
る
附
近
。 

「
孟
津
」
河
南
省
洛
陽
市
孟
津
県
（
も
う
し
ん
け
ん
）
附
近
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
）。
黄
河
右

岸
。 

「
揚
州
」
中
国
古
代
の
そ
れ
は
「
九
州
」
の
一
つ
で
、
淮
河
南
岸
か
ら
南
シ
ナ
海
沿
岸
ま
で
の
地
方
が
想
定

さ
れ
て
い
る
が
、
理
化
し
易
い
の
は
、
隋
代
以
降
の
州
で
、
現
在
の
江
蘇
省
揚
州
市
（
グ
ー
グ
ル
・
マ
ッ
プ
・

デ
ー
タ
）
に
相
当
す
る
。 

「
希
臘
譚
に
、
繼
母
魔
質
に
し
て
一
男
一
女
童
を
殺
し
食
は
ん
と
し
、
二
童
犬
の
敎
に
よ
り
逃
る
ゝ
を
魔
母

追
來
る
、
其
時
童
男
小
刀
を
投
れ
ば
廣
原
と
な
り
、
次
に
櫛
を
投
れ
ば
密
林
と
な
り
、
最
後
に
鹽
を
投
れ
ば

浩
海
と
成
て
遂
に
遁
れ
去
る
を
得
と
有
り
」
こ
の
話
、
非
常
に
惹
か
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
話
を
知
ら
な
い
。

先
の
福
島
氏
の
論
文
に
も
ぴ
っ
た
り
く
る
も
の
を
見
出
せ
な
い
。 

「
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ヰ
ア
譚
に
一
童
子
巨
鬼
に
逐
れ
走
る
時
其
騎
馬
に
敎
え
ら
れ
て
三
物
を
携
ふ
、
鬼
逐
う

ふ
事
急
な
る
に
臨
み
、
先
づ
山
査
子
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：「
さ
ん
ざ
し
」。
バ
ラ
目
バ
ラ
科
サ
ン
ザ
シ
属
山
査

子
［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
「
さ
ん
ざ
し
」
。
バ
ラ
目
バ
ラ
科
サ
ン
ザ
シ
属
セ
イ
ヨ
ウ
サ
ン
ザ
シ 

C
ra

ta
eg

u
s 

m
o
n
o
g
yn

a

。］。］
の
枝
を
投
れ
ば
彼
木
の
密
林
生
じ
、
石
を
投
れ
ば
大
巖
と
成
り
、
甁
水
を
投
れ
ば
大
湖
と

成
て
鬼
を
障
え
童
子
脫
す
る
を
得
と
有
り
」
同
前
。
な
お
、
セ
イ
ヨ
ウ
サ
ン
ザ
シ
に
つ
い
て
は
、
呪
的
効
果

https://waseda.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_snippet&pn=1&count=20&order=7&lang=japanese&creator=%E7%A6%8F%E5%B3%B6+%E7%A7%8B%E7%A9%82&page_id=13&block_id=21
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%83%A7%E4%BC%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%83%A7%E4%BC%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%AB%98%E5%83%A7%E4%BC%9D
https://ctext.org/library.pl?if=gb&file=109079&page=480
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81+%E6%B4%9B%E9%99%BD%E5%B8%82+%E5%AD%9F%E6%B4%A5%E7%9C%8C/@34.8914586,112.3101286,9.75z/data=!4m5!3m4!1s0x36780c626da40e1b:0x1a117778f6bfe385!8m2!3d34.825306!4d112.445252
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81+%E6%B4%9B%E9%99%BD%E5%B8%82+%E5%AD%9F%E6%B4%A5%E7%9C%8C/@34.8914586,112.3101286,9.75z/data=!4m5!3m4!1s0x36780c626da40e1b:0x1a117778f6bfe385!8m2!3d34.825306!4d112.445252
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B2%B3%E5%8D%97%E7%9C%81+%E6%B4%9B%E9%99%BD%E5%B8%82+%E5%AD%9F%E6%B4%A5%E7%9C%8C/@34.8914586,112.3101286,9.75z/data=!4m5!3m4!1s0x36780c626da40e1b:0x1a117778f6bfe385!8m2!3d34.825306!4d112.445252
https://www.google.com/maps/place/%E4%B8%AD%E8%8F%AF%E4%BA%BA%E6%B0%91%E5%85%B1%E5%92%8C%E5%9B%BD+%E6%B1%9F%E8%98%87%E7%9C%81+%E6%8F%9A%E5%B7%9E%E5%B8%82/@33.0865097,116.7756717,7z/data=!4m5!3m4!1s0x35b67d5e11326c23:0xd2a9ae7df2b45af8!8m2!3d32.394209!4d119.412939


が
知
ら
れ
、
例
え
ば
、
吸
血
鬼
を
滅
ぼ
す
た
め
に
胸
に
打
ち
込
む
杭
は
同
種
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。 

「T
o
zer, `R

esearch
es in

 th
e H

ig
h
lan

d
s o

f T
u
rk

ey,` 1
8
6
9
, v

o
l. ii, p

p
. 2

7
3
-2

7
4

」
イ
ギ
リ
ス
の
牧
師
で
作

家
・
地
理
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ァ
ン
シ
ョ
ー
・
ト
ー
ザ
ー
（
一
八
二
九
年
～
一
九
一
六

年
）
の
「
ト
ル
コ
高
地
の
研
究
」。`In

tern
et arch

iv
e`

で
原
本
が
見
ら
れ
、
当
該
部
は
こ
ち
ら
か
ら
。 

「C
lo

u
sto

n
, `P

o
p
u
lar T

ales an
d
 F

ictio
n
s,` 1

8
8
7
, v

o
l. i, p

p
. 4

3
9

-4
4

3

」
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
民
俗
学
者
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ク
ロ
ー
ス
ト
ン
（
一
八
四
三
年
～
一
八
九
六
年
）
の
「
知
ら
れ
た
話
群
と

虚
構
」。`In

tern
et arch

iv
e`

で
原
本
が
見
ら
れ
、
当
該
部
は
こ
ち
ら
か
ら
。
］ 

https://archive.org/details/researchesinhig00tozegoog/page/n288/mode/2up
https://archive.org/details/researchesinhig00tozegoog/page/n288/mode/2up
https://archive.org/details/populartalesfict01clouuoft/page/438/mode/2up
https://archive.org/details/populartalesfict01clouuoft/page/438/mode/2up

